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皿調査結果Results

　キャンパス建設予定地を中心に，植生および植物相の調査が行なわれた。植生調査は，調査地

域内の全ての植物群落を対象とし，以下13群集，11群落その他3堅砦が記録された。

　A．植生単位　Vegetation　uDits

　調査地域はシラカシ群集が潜在自然植生域として広い面積を占めている。しかし，現存植生は，

クヌギーコナラ群集，スギ，ヒノキ植林，耕作地など人為的影響を強く受けた代償植生が大部分

である。土地利用形態の違いは植物群落にも反映しており，管理状態に応じて様々な植物群落が

生育している。また，小面積ではあるが，一部に常緑広葉樹林も残されている。

1．　森林植生　Forest　commu貧ities

a．常緑広葉樹林：ヤブツバキクラス

　　Evergreenbroad－1eavedforests：Came玉lietea　japoRicae

　1）　シラカシ群集

　　　Quercetummyrsi照efoliaeMiyawaki！967（Tab．2）

　調査地域はシラカシ群集の潜在自然植生域が広い面積を占めているが，現在残されている林分

ではシラカシ群集は限定されている。

　シラカシ群集はシラカシを標温温としてまとめられる。遠藤地区のシラカシ群集は，高木層を

構成しているシラカシの胸高直径が多くの個体で20cm前後と太くない。アカガシやケヤキでは

肋木的に胸高直径が50Clnを越えることもあるが，シラカシ群集としては二次林的な植分といえ

る。しかし，調査地域内では，最も自然度の高い植物群落として価値が高い。

　植生高は！5m，ケヤキの優卜している三分では20mに達する。高木層にはシラカシが優干する

が，ケヤキの優占する植分やアカガシが混生する植分もみられる。亜高木層には，タブノキ，シ

ラカシ，キヅタ，アラカシなどの常緑植物が生育している。低木層，草本層には，シラカシの幼

木や実生，ピサカキ，ネズミモチ，シロダモ，アオキ，シュロ，キヅタ，どナンカズラなどのヤ

ブツバキクラスの種群が多い。また，アズマネザサが比較的高被度でみられる他，アケビ，コチ

ヂミザサなどが混生しており，人為的な呼野を受けていることが判定される。

　調査地域内でのシラカシ群集は，城之腰側の南斜面に比較的まとまった植分がみられる。この

植分（調査番号23）にはアカガシの大勝木があるのが特徴的である。林床には多くのシラカシ，

アカガシの実生がみられ，シラカシ群集の潜在自然植生を指標している。

　集落の周辺にはケヤキ，シラカシを中心とした屋敷林がある。これらの屋敷林の中には種組成
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Fig．9．　シラカシ，アカガシを高木層に有するシラカシ群集林がキャンパス

　　　　予定地南部にわずかながら残されている。森林内にはシロダモ，アオ

　　　　キ，シュロ，ナンテンなどがみられる。

Aremaining　Quercetum　myrsiHaefoliae　forest．Thisforestcontains
only　small　patches　of　Qκε1一α4∫　刀～ツ1・∫∫刃αφ9Zゴα　and　Q．ζzαμα　as　canopy　trees，　plus

〈砲oZ鉱∫εα∫8プ’C8α，．A％αろα．砂0ηf6α，5’α‘勿％プκ∫ノわプ碗η8ぢ，厩切目ηα　40ηZ85彦∫侃，

etc．　as　understorey　elements．
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Fig．！0．　シラカシ群集林内から無冠を臨む。細い葉はシラカシ，広い葉はアカガシである。

　　　　　　　CanopyoftheQuercetum磁アrs三naefohaefores之：thena鷺ow
　　　　　　　leaVeS　are　Q．ノノ酬7一∫∫πα⑳Z∫α，　the　wider　leaVeS　Q．α6μ彦α．
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Relev6　reference　number：

Original　relev611umber：

Relev6　date（！986）：

Aspect：

Slope（。）：

Relev6　size（m2）・

Height　of　tree　layer　1　（m）：

Cover　of　tree　layer　1　（％）：

Height　of　tree　Iayer　2（m）：

C・ver・f　tree　layer　2（％）：

Height　of　shrub　layer（m）＝

Cover　of　shrub　Iayer　（％）＝

Height　of　h年rb　layer（m）l

Cover　of　herb　layer（％）：

Number　of　species；

　　　Tab．2　シラカシ群集

Queτcetum　myrsinaefQ玉iae

　　　　通　し番号

　　　　調査番号
　　　　調査年月日

方　　　　位

傾　　　　斜

調査滞積
高木第1層の高さ

高木第1層の植被率

高木第2層の高さ

高木第2層の植被率

低木層の高さ
低木層の植被率

草本層の高さ
草本層の植被率

出現種数
Chaτactef　and　d三fferential　speci母s　of　the　association：

Q銘6ノでμ∫〃z卸r∫加α4わ〃α

Different｝al　species　of　lower　un玉ts：

群集標三種および区分種

　．．シラカシ

－’

h位単位区分種

　スギ

Tl

T2

S

H

α”’o〃矧ゼαブ砂。π∫cα

Cゐ廊ノ〃α8c男〉α7’∫50∂孟κ5α

《）㍑θπz43αα‘診α

ゐZ々0汐α56ノブUごα

跣θα5∫π8π∫f5　巨

ヒノキ

アカガシ

ケヤキ

チャノキ

　ハ観π4加α．♂01一廓。α　　　　　　　ナンテン

　己7セ1・π露プ08〃蕗α8ンノノ〃1αノZ．漉8ハα　　　　　モッコク

Character　and　dif〔erent玉al　6pecies　of　higher　units：

上級単位の種

　タブノキ

Tl

S

T2
丁三

S

H
T1．

S

H
S

P冶1r50αあππろ6’9〃

Ez〃二：ソαノ妙0／Z∫σα

丁地改yC」ψz己5／bノ・伽ノzθf

L乞9麗∫彦rμ1πブ砂。／2’cz〃π

・〃プが砂8φZα轡1喫ゾ♂α

0ρ配砂ogoπ01Lτθガ

A7ガf∫∫αゴ砂0／Z∫Cα

ピサカキ

シュロ

ネズミモチ

ヤブラン

ナガバジャノヒゲ

ヤブコウジ

　　Tl

　　S

　　H
T2，　S

．S，　H

　　S

　　H
　　H
　　H

　1

　8

10

12

　0
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80

　7

40

2．5

30

0．7
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10
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15

90
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40

0．5
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E
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0．8

60

32

5・3

十

1・2

1・3

1・1

十

！。1

●

o

，

・

・

o

●

○

　o

　十

1・1

1・1．

十・2

1・2

工・2

十・2

4・4

！。2

2・2

1・2

o

曾

・

2・2

2r．2

1・2

●

●

●

●

●

　o

　十

　●

1・2

÷・2

十・2

2・2

1・1

十・2

2・2

1・2

2・3

1・2

・

o

●

●

・

5・5

十

十

十

十

　十

十・2

　十

1・2

　十

十・2

2・3

2・2

　■



23

0力配砂ogoπμα加∫‘砂麗∫

κα45z〃η．ノ砂。πf6α

Qπ8プα45gzαz‘m

焼481U　7ゾLO〃め8α

　窺4cめα．ブ砂。η∫cα

　R・1L48璽＠ρノz卿

　03η3απ’加51z吻プoρんツZZz‘5

Colnl）anion　species；

迎θ∠0わZα5認∫C痂7ZO

オオバジヤノヒゲ

ビナンカズラ

アラカシ

キヅタ
　を

　　　アオキ

　　　オモト

『　　ヒイラギ

　　随伴種

　　　アズマネザサ

丑8記67－8πα孟α　　　　　　　　　　イヌツ．ゲ

」4ん8ろ∫α9厩πα彦α　　　　　　　　　　アケビ

41漉απαノz疏8α∫1）8侃　　　　　　　ムクノキ

殴功ツがz〃μク2ψo漉6〃μ　　　　　　　イヌワうど

0留∫〃z飢郡姻4κZ碗ヶb伽∫var．ブ砂。η∫伽∫　コチヂミザサ

C配01η漉1謝5∫確＞oηfα∬　　　　　　　ヒトリシズカ

．勘砂go／zz‘ノπμヴbアフノ昭　　　　　　　ミズヒキ

．ゐ～π融解8Z召εκ召　　　　　　　　　　ヤマコウバシ
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出現r回の種∴・Additional　species　occuring　once　in　Relev6　reference鷺。．1：Vめz‘ηzz6〃Z　4ゼZα如診％1πガ

　マズミS一十，Z盈〃3α砂Z侃〃匹ρψ878ガ‘z‘〃zサン．ショウS一十；Cω4ηz‘∫6πzclzツ♪o礁クマノミズキ．．　S．一十，

D’o∫colr召α’oた。プ。トコロS一十，　Z万。麗01でαブ砂。πf6αヤマノイモH一十・2，（≧yπ05‘8〃z〃雄少8πオ畷）1げZ♂♂．〃μ

　アマチャヅルH一十・2，1》ッ砂’or’∫8’γ1L1η∫01πべこシダH一十，　Cρ1〃ノz8Z加α60〃〃ノ’～〃zおツユクサR

「十，3ノ厩♂α」じ7ψα1伽var．　z己∬z‘万θノz∫f5シオデH一十，0∫〃z〃z4αブ曜）o痂。αゼンマイ簸一十，7718Zツ♪’6が5

彦07ワで∫∫αノzαvar．　cαんα臨．ヒメワラビ　疑一十，　飢8g（4》‘βr∫5♂8餌1－∫fτ8「≠）∫ππα彦αゲジゲジシダ　H一十，

∠）1ッ。‘81闇寛Zαce7πクマワラビH一十，飾z‘彦砲ッπ毎6028磁雄ドクダミ　H一十，刀〃ッ〃zα♂〔ψ‘o∫’α‘ゐッαvar・

α5∫α’∫ごαハエドクソウH一十，　C6Zα∫孟1％5ωr房‘κZα加5ツルウメモドキH一十；in　2；（9z‘ωでz‘55678’窃α

　コナラTユー1・3，Cα1ψ伽∬オ∫6加πo読∫∫イヌシデTr十，34yπ鷹ブψoηゼ。αエゴノキT2一十，　CαZZ∫‘α7ψα

ブ曜）oπ此αムラサキシキブS－1・2，Po％アー彦1琵αθαッ〃03αvar．♂α6切∫カマツカS・一十，1（α♂ρραπ砿ρ∫ご砲5

　ハリギリS一十，τ♂θ∬加彦θg’τ乙モチノキS一十，Dめ功y／ro5為α窺カキノ．キS一十，　Cαプθ必♪∫∫〃～）1’〃彦∫∫

　ホンモンジスゲH－1・2，　V曜5’θ痒αガ01瀞z〃z♂αフジ㍊一十，　5η認αエ。痂παサルトリイバラH一十，

Cα浬露Z8／z雄ナキジスゲH一十，　VZoZαg1ッヵooεrα∫タチツボスミレH一十，々ygo読z5〃zブ砂。／zf6πノμカニ

　クサH一十；三n亀Ooノブz螂60泌アη灘バα　ミズキTrl・！，　C8競55加6／z5おVar．ノ妙。漉‘αエノキT…

一1・1，ハたoZ∫’56α56が‘8αシロダモS－1・2，　Cゆ11αZo‘αユ）κ∫1正α1γ劾9彦。π∫αイヌガヤS一十，　E㍑oπツ〃厩5

αZα屠5var．41）孟。ブκ∫f．　c∫♂f碗048漉α如3コマユミ　S一十，　D召∫〃zo漉z〃πo♂♂1zαノノ漉フジカンゾウH－1・2，

＆（ψ’1》4詔〃多ブ＠o加6z〃πオオハナワラビH一十，　Mo1－z‘∫∂o〃必ッd5ヤマグワH一十．

的に．シラカシ群集に一致する植分がみられ，ケヤキ亜群集にまとめちれる。ケヤキ亜群集には高

木層にケヤキをはじめ，エノキ，ムクノキ，ミズキなど夏緑広葉樹が混生，種組成的には常緑広

葉樹林であるが，相観的には夏緑広葉樹林となっている。

　調査地域内のシラカシ群集は，．遷移途上の植分やかつて植栽．されたと考えられる二分であり，

残存・保護されてきた純粋の自然林とはいいがたい。しかし，立地本来の潜在力を指標している
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自然林に準ずる森林植生であり，キャンパス造成にあたっては，その群落としての保存と同時に，

環境設計の上でも現存しているシラカシ群集を効果的に利用することが望まれる。

　2）ヤブコウジースダジイ群集

　　　Aτdisio－Casta澄opsietum　sieboldiiSuz．一Tok．　etHatiya1951（Tab．3）

　調査地域内には常緑広葉樹林は，シラカシ群集を除いては残されていない。しかし，境川に接

した台地薗部に位置する川名地区の御霊神社には小面積であるが，スダジイの優占する常緑広葉

樹林が残されている。このスダジイ林は，宮脇・藤原・村上（1986）によって報告されており，

ヤブコウジースダジイ群集にまとめられている。

　ヤブコウジースダジイ群集は，シラカシ群集に対して，スダジイ，モチノキ，イタビカズラに

　　　　　　　　　　　　　Tab．3　ヤブコウジースダジイ群集

　　　　　　　　　　　Ardisio．Castanopsietum　sieboldii

Relev6　number調査i番号：F52，　Altitude海抜高：35m，　Aspect　and　slope方位および傾斜：N£10。・

Relev6　size調査面積：150m2，　Height　and　cover　of　tree　layer　1高木層の高さと植被率：15m，70％，

Height　and　covef　of　tree　layer　2亜高木層の高さと植被率：8m，20％，　Height　and　cover　of　shrub

layer低木層の高さと植被率＝5m，60％，　Height　and　cover　of　herb　layer草本層の高さと植被率：

0，6m，30％，　Total　number　of　species出現無数：33種。

Character　an（i　di∬erential　species　of　the　ass．：

　　　　　　　　　　群集標徴証・区分種
　Cα5如πoρ5ガ5c邸5が4α’α

　　　var．5詑う。♂4海　　　スダジイ　　　　1（十）

　凡傭5η吻。η∫6α　　　イタビカズラ　　1（十）

Species　of　Camellietea　laponicae：

ヤブツバキクラスの直

島溜θα漉観∂6ア冨だ　　タブノキ

A㍑c秘うαゴ砂。π此α　　　アオキ

αノzηαηzo〃協ノπブ妙。πごα〃π

　　　　　　　　　　ヤブニッケイ
E如8α9η郡g伽うγα　　　ツルグミ

Ez’8如ブ碑）oη詫α　　　ヤツデ

L∫万oρ8μα鯉ρんツZ如　　ヤブラン

N加Zf彦56¢5θ痒68α　　　シロダモ

Cαノπ〃彪ブ砂。π∫cσ　　ヤブツバキ

7｝・α01LθZo∫ρθη23π7ノ凄α∫謝ゼ餌η3

　　var．∫漉8rηzθ読麗ηzテイカカズラ

π砿加彦69プα　　　　モチノキ

D2フ砂陀ブ∫∫ωツ疏プ0∫07弓αベニシダ

1（＋）

1（＋）

1（＋）

1（＋）

1（＋）

1（＋）

1（＋）

1（＋）

1（＋）

1（＋）

1（＋）

01＝yoμεプ∫5ヵα6哲6α　　オオイタチシダ　1（十）

！）び。μ8痒∫房∬8’忽ηα　ヤマイタチシダ　1（十）

丑ブ読∫∫αブαρoη詫α　　　ヤブコウジ　　　1（十）

1乃η疏ッ。αノψ螂ノbプ頗π廓シュロ　　　　　1（十）

L匁κ5彦ブ〃πブ砂。加6躍ノ3ネズミモチ　　　1（十）

0ρ配oρogolz　oん刎ff　　ナガバジャノヒゲ1（十）

05〃δαπ孟勧∫ん伽180ρんメ伽5

　　　　　　　　　　　ヒイラギ

Compan玉Qns＝　　　随伴種
　盈’ごπ∫8プθ6如　　　　 イヌビワ

　Cα臨。αゆαノ妙。加。α　ムラサキシキブ

　Prκηπszα邦πε5∫αηα

　　　var．ψ8αo∫α　　　オオシマザクラ

　蕊9郷里μノμ0玩π∫〃滉ゴπ’πイボタノキ

　A舵腕α診2ガb麗碗α　　　ミツノミアケビ

　CIZα〃薦8り｛ραプ廊0玩κ∫αヒノキ

　D碑）07麗日58∬∫陀　　　ホウチャクソウ

　1r伽。尻α5孟鰐‘h加。　　アズ．マネザサ

　．4ア・∫∬oZoc1滋々σθ〃4ゾ；θがオオバ

1（＋）

1（＋）

1（＋）

1（＋）

1（＋）

1（＋）

1（＋）

1（＋）

1（＋）

ウマノスズクサ1（十）

Location調査地：Shlnto　Shrine　Goryollnja，　Kawana川名御霊神社，　Relev6　date調査年月日：7・May

I983．　DocumentatioH既発表資料名：Miyawakil　Fuliwara＆Murakami宮脇，丁幾村上　1984（Tab・

1）．
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より区分される。優題するスダジイは高さが15mに達し，タブノキと共に4層群落を形成してい

る。樹冠は植被率70％と常緑広葉樹の自然林としては疎林である。また，林内にはアズマネザサ，

イヌビワ，オオバウマノスズクサなどが上縁から侵入しており，人為的な掩護を受けていること

がうかがえる。構成種として，スダジイ，タブノキの他，アオキ，ヤブニッケイ，ヤツデ，テイ

カカズラ，モチノキ，シロダモ，ヤブツバキ，ベニシダ，ヤブコウジなど多くの暖地性の常緑植

物が生育している。

　川名御霊神社の境内は大部分がスギ，ヒノキ植林となっている。ヤブコウジースダジイ群集は，

その一角にわずかに残された自然林であり，かつての神社林の名残りを留めている。御霊神社の

ヤブコウジースダジイ群集は面積は小さいが，藤沢市遠藤地区周辺では残された数少ない自然林

の一つであり，郷土の貴重な財産といえよう。

b．夏緑広葉樹林：ブナクラス

　　Summergree盆broad－leaved　forest：Fagetea　crenatae

　3）　クヌギーコナラ群集

　　　Quercetum　acutissimo－serratae　Miyawaki1967（Tab．4）

　調査地域で最も広い面積を占めているのはコナラ優占林である。このコナラ林は，コナラ，ク

ヌギ，ゴンズイ，スイカズラ，ノガリヤス，ウグイスカグラなどを標罪種・区分種としてクヌギ

ーコナラ群集にまとめられた。

　クヌギーコナラ群集は高さ12m前後の夏緑広葉樹林で，4層群落を形成している。高木層には

コナラが優弔し，クヌギ，エゴノキ，クリ，ハリギリ，イヌシデ，ヤマザクラなどが生育してい

る。亜高木層，低木層には，ウワミズザクラ，コナラ，カマツカ，ゴンズイ，エノキ，ムラサキ

シキブ，ヤマコウバシ，ガマズミなどの夏緑広葉樹が多いが，シラカシ，ピサカキ，シロダモ，

ネズミモチなどの常緑広葉樹もみられる。草本層にはアズマネザサが密生している植分と，密生

していない植分とがあるが，種組成的な差はみられない。草本層の構成種として，ヤブラン，カ

ブダチ，ジャノヒゲ，ナガバジャノヒゲ，ヤブコウジ，ベニシダ，シラカシの実生などのヤブツ

バキクラスの常緑植物の他，スイカズラ，ノイバラ，ヤマノイモ，ヘクソカズラ，アケビ，ヌス

ビトハギ，シラヤマギク，ノガリヤス，ノダケなど林縁生，陽地生の植物が多い。出現種数はき

わめて多く，66～76種，平均71種にも及んでいる。関東地方のコナラ林は10～20年に1度伐採さ

れ薪炭林として利用されてきたため，根元より3～5本萌芽している萌芽林形態を形成している。

　クヌギーコナラ群集は関東地方のヤブツバキクラス域に広く生育する夏緑二次林で，定期的な

伐採，下草刈りなど人為的管理，影響の下で成立，維持されている森林群落である（宮脇　1967，

宮脇編1986）。藤沢市のコナラニ次林はクヌギーコナラ群集の他にオニシバリーコナラ群集が知

られている（宮脇・藤原・鈴木・原田　197！，宮脇・藤原・村上　1984）。オニシバリーコナラ

群集はヤブコウジースダジイ群集域に生育している二次林で，遠藤地区では分布が確認されてい
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　　　　　　　　　．「　　　　Tab．4　クヌギーコナラ群集

　　　　　　　　　　　　Quercetum　acutissimo・serratae

Relev6　refereHce　nu鵜ber；　　通し番号

Orig1nal　rele艶number：　　　調査番号
Relev6　date（1986）；　　　　　調査年月日

Aspect：

Slope（。）：

Relev6　si・e（m）・

．聴ght・f　tree　1・y・・1（m）・

Cbver　of　tree　layer　1　（％）：

Height　of　tree　layer　2　（rn）：

Cover・f　tree　layer　2（％）：

Height　of　shrub　layer　（m）；

COVer　of　shrub　layer　（％）：

Height　of　herb　layer（m）：

Cover　of　herb　layer　（駕）：

Number・f　species：

方　　　　．位

．傾　　　　斜

調査面積
高木第1層の高さ

高木第1層の三二率

高木第2層の高さ

高木第2層の植被率

低木層の高さ
低木層の植被率

草本層の高さ

草本層の植被率

出現種数
Character　and　di鉦erential　species　of　the　association：

（♪κ8’．τz6558ノー1u‘α

ρ配81τz‘5αα躍ガ∬ガ〃z¢

α砺∫εノZθノZ∫おvar．ブ・ψ・廊α

群集標徴種および区分種

　コナラ

クヌギ

エノキ

　　孚1

　　T2

　　S
　　Tユ

T1，　T2

　　ず

　　H　l

　　S

　　S

　1
　20
．’． P0

　31

0

300

12

80

7

20

2．5

40

1．2．

80

66

2

18

10

31

3

15

10

31

450．　300
12　　　1！

80　　　80

　6　　　7

10　　　20

　3　　2．5

60　　　40

0．8　　1．2

40　　　80

71　　　77

　L∠πぬ1一αgzαzκα

　Mα9π0距αん0ろZ‘∫

D遜erential　species　of　lower　units：

51y／28躍85ど5汐田ノ7呂磁α

7｝’疏yπf51しご7一オα

P1’μη㍑5ノα〃3α∫αんz〃ττ

　ヤマコウバシ

　コブシ

下位単位区分種

　ヤブレガサ

　ホトトギス

　ヤマザクラ

　V乃μ’・ノzκ規81・05μノμ　　　　　　　　コバノガマズミ

　Cαノ’6」じηαπ認」α　　　　　　　　　　　　ホソバヒカゲスゲ

　〆1z肱5ブ砂。ノ耽α　　　　　　　ハンノキ

　乃’μ漉45ゐz∫8ノ望1』如〃ζz　　　　　　　　イヌザクラ

　Z万功ω’μ那∫ε∬∫館　　　　　　　　　ホウチャクソウ

　五〇81¶！）αZ規α甜規　　　　　　　　　　イロハモミジ

　A坂y1・謡1πσ0麗薦　　　　　　　　　 ホソバシケシダ

Character　and　di鉦erelltial　species　of　higher　units：

上級単位の種

　エゴノキ

H
H
Tl

S

S

H
Tユ

S

H
H
H

5りηρ⑳ブ砂。ηどα乙

καZoραノzαエμσ飽∫ ハリギジ

　　T：

　　T2

　　Tl

S，H

4・4　　3・3

1・2　　1・2

　・　　　1．2

2・2　　1・1

　・　　　1・1

十・2　　十・2

　・　　　十

1・2　　十・2

　・　　　十

十l

o

●

o

●

o

o

・

・

1・！

1・1

十

脅

　．

i1・1：

1十i
i　i
2十；
l　　l
l÷1
…；一’

◎

●

■

●

1．2

亀

1・1

●

4・4

1・2

十・2

1・1

　十

1。2

●

十

十．

∫e

o

o

、一一．二、層

i／．1i

汁｛
i＋．2i

汁i．
：．．一土」

．：．1●2

十。2

◎

士．．



Pノ弓z〃zμ59ノ嬢yαノzα

Ez6∫o妙配∫ブ＠oπ∫cπ

CαZ〃。αψαノ砂。πfcπ

v7ろん1フzz‘〃34μα’α孟μ〃己

勘μブ’hfα8αη躍♂0∫αvar．　Zα8ηご∫

Cωフz％∫εoηか一〇η6プ∫σ

ZθZん0ηα∫81フーα彦α

ウワミズザクラ

ゴンズイ

ムラサキシキブ

ガマズミ

カマツカ

ミズキ

ケヤキ

E％o／Zly〃多μ5α♂α如∫var．砂孟61’♂‘5　f．6’〃諺。ゴ6π’α彦～‘5

Cαノー8¢61πuα謀απα

E麗。ηツ〃配‘5∫∫860♂♂∫αノzz45

Zαノz疏0辺yZμ〃Lρψε1一漉〃μ

L・ノZ細’α9ノ傭妙85var．9勧’略α

Ec1’α∫〃多α9κα∬∫o認。∫

Moη‘5う。〃めツ‘～∫

凸按yα50αηゴ8／z∫

cα∫‘αη6α6ノー8／zα診α

　Cαψ∫πκ∫ノ4ρoノ～∫6α

　Co〃z～‘∫ろ7πCん∠yρ04ζ1

　4カ13απα漉1z6α5ρθ1’α

Cornpanion　species：

Qμ87’α硲〃りη［∫∫ノzα⑳〃α

測θ∫0う♂α∫乱‘5‘1涯ノZO

Roεα〃雄髭ζガ。ノπ

Eκ1ツαブ砂。〃ど。α

z♂8ユ：‘ノー｛ηzα診α

ケスゲ

ーマユミ

Tl

S

T】

S

S

S

S

S

S

コマユミ　S，H

　　　　　　H

　　　　　　S

　　　　　H
サンショウ

ウグイスカグラ

ニガキ

ヤマグワ

コウヤボウキ

クリ

　クマシア

　クマノミズキ

　ムクノキ
随伴．種

　シラカシ

アズマネザサ

ノイバラ

0頚∫〃昭πz45襯伽♂α孟感心∫var．ノ・ψoπ∫oz‘5

A勉あαgz己∫πα彦α

ピサカキ

イヌツゲ

　　コチヂミザサ

アケビ

乙∫擁（ψθμα砂1＞んツZ伽　　　　　　　 ヤブラン

∠万0∫60紹αブ砂0／Z此α　　　　　　　　ヤマノイモ

Lo漉‘α一αブ曜＞o鷹。α　　　　　　　　スイカズラ

ノ1πgθあ6α4θc柳一∫加α　　　　　　　　　　ノダケ

0ρ侮oρogoπゴψoπfc‘己∫var．　cαε∫ρ‘‘o∫己｛∫　カブダチジャノヒゲ

C6彪∫診’・κ∫01一腕。厩αオμ∫　　　　　　　ツルウメモドキ

A〃1ッ1一々〃乃ア涯／）oア～記μノπ　　　　　　　イヌワラビ

CαZα〃zα9ノー。漉5α1・κノ24加αc6αvar．防u61～㌔y’万01zαノガリヤス

D8∫規0漉π脚Ojじ抄13メZ躍μ　　　　　　ヌスビトハギ：－

S

S

S

S

H
Tl

S

T1，　S

　　T2

S，H

　　Tl

　　T2

　　S

　　H
T2，　S

　　H
　　S

　　H
　　S

S，H
　　H
　　T三

　　S

　　H
　　H
　　H
　　H
　　H
　　S

　　H
　　H
　　H
　　H

o

十・2

÷

1・2

2・2

1．2

十・2

十

十

士

十

1・2

十・2

十・2

十・2

十

1・2

●

・

●

●

1・2

2・3

●

十

5・5

十

十・2

十

十

1・2

●

o

！・2

1・2

1・2

十・2

十

÷

●

十

十

÷

十
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　　　1・2
十・2　　1・2

o

十

1・2

十

十・2

十

十

十

1・1

●

o

●

■

●

o

1。1

十

十

十・2

一±

■

十

3・3

十・2

十・2

　0

●

十

十

十

2・3

十・2

十・2

1・2

1・2

÷・2

十

十

十

十

十

十

1・2

十

・

十

2・2

十。2

十・2

十

■

3・3

●

十

十

十

十

十

1・2

十・2

±

十

十

2・2

1・2

o

十・2

●

4・4

o

十

十

十

1・2

●

●

2・2

2・2

2・．3

十・2

1・2

飛一・2

●

十

十・2

十

十
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3厩伽プψα’”αvar．　z‘∬z傭π3’∫

：乃一α吻ごαノμ5伽’伽ε∫

Lゴあπ1πα麗1一α孟麗〃凄

0ρ雇（ψogoη！）Zαπf50ψπ∫

0少毎（ψogoπ01π師ゴ

％ε6θ1一∫α∫（7αη6θη∫var．〃匹αご1・e’

Aん8あα孟1』痴z∫ζz孟α

Gツπo∫‘6〃〃ノzαカ6π彦砂1zツπμ〃3

Coc6κZ麗507わ此π♂αオπ5

丑？‘漉5ぎαノ妙。π此α

Aご1Lツητη〃三θ5声π7』∫8ピ

Dθ5〃ZO4ゼZ〃πoZ6んα1／zff

3ω蕗α‘zα6んfπ8η∫∫5

Pκ8ノーα，ゴαZO6αオα

ハた。画塾∫θα361ゾCβα

1）∫0∫CO186αオ0ん01’0

ム∫9μ5オ1・κ〃LO∂飯∫〃わZfz〃〃．

A〃ψ8♂oρ5∠∫ろプ6ηψ64z〃zα‘Zα‘α

窃9π∫ケμ〃zブ砂。πご‘z‘〃み

3〃zだ砿｛7ん∫πα

Pθ砂goπμ〃zがZ～吻ηノ超

A5‘8ノ・5ごα66，・

V乞oZαgノ砂06θ1U∫

シオデ

シユロ

ヤマユリ

オオバジヤノヒゲ

ナガバジャノヒゲ

ヘクソカズラ

ミツバアケビ

アマチャツル

アオツツラフジ

ヤブコウジ

ヒナタイノコズチ

フジカンゾウ

ウマノミツバ

クズ

シロダモ

トコロ

イボタノキ

ノブドウ

ネズミモチ

サルトリイバラ

ミズヒキ

シラヤマギク

タチツボスミレ

　H
　H
　H
　H
　H
　H
S，H

S，H

　H
　H
　H
　H
S，H

　H
　S
S，旦

S，旦
S，，旦

　H
　H
　H

十

十

十

十

1・1

十・2

十

十

土

十

十

十

十

十

十

十

〇

o

o

●

o

十

十

十

十

●

・

●

●

o

●

●

●

・

量

　〇

十・2

土

州
十

十・2

十・2

十

十

十

〇

　o

l・2

十・2

十・2

！・2

十

十

十

十

十

±

十

十

1・2

十・2

十

土

1・2

十

十

繊現1回の種　Additional　species　occuring　once　in　relev6　reference　no．1＝P¢’wα疏z〃zろ醐9∫εタブノ

キS一十，H一十，　Q％61℃κ5α‘漉αアカガシS一十，　Z♂6ぼ561’1’α彦αウメモドキS一十，5がπz6αブ4）o痂。α

　シモツケ　S一一十，＆曜漉απαノz47rα∫ノz4∫α　コゴメウツギ　S一十，　Cαノ層θ即ρ∫∫σb1¶規おホンモンジスゲH4・2，

Cα1躍6諮Zαノzc60Zα’αヒカゲスゲH－1・2，　H8‘ど8’π1五〇〃めεαキヅタH一十・2，　R～め’ααたαπθアカネH一十，

C13Zoノーα漉1躍5ブ砂。πご。～45ヒトリシズカH一十，　0∫〃z1〃z4αゴ碑＞o痂‘α一ビンマイ｝1一千；in　2：Cα厚》〃zz‘5

甜cllo／zo∫配∫イヌシデTrl・2，　Bω¶‘1z6〃z∫αフ「αc6’ノ’o∫αクマヤナギT2－！・2，　S一十，　D召雄厩αごザ6／zα’αウ

　ツギS一十，　Rlzκ∫∫鋸。64απ8αハービノキS一十，　Cα耀記Z6η’αナキリスゲH一十・2，　Eπoπッ〃沼∫

ノ‘ψo厩α‘∫マサキH一十，　遼力～o∫ノb1挽〃z認ホドイモH一十，　3’¢gπog1π〃」〃‘αρozoごsubsp．〃’o〃55∫〃ごσ

　ミゾシダ簸一十，君αケ加∫α辺”03αオトコエシH一十，ノ》配gα48α‘〃めεπ∫キランソウH一十，Rη弓疏8一

πoご∬z‘∫ケ∫α‘∫P’4漉αナツヅタH一十，孟τβ痒∫ゴ始読∫オオジシバリH一十，ノ15♪琵海π〃犀πc∫∫〃ノ‘トラノ

オシダ｝｛一十，καZ∫〃’6ノ”∫）ノ。椛ω1αヨメナH一十，　αε〃L曜f5’θ〃～’ガ01司αセソこンソウH一十，5αん如

ノ妙。加‘αアキノタムラソウ登一十，Wゼ∬θ1ゴαβoがゐz〃zゴαフジH一十，　Hoκ彦砿y加αω1ゼα’αドクダミ

H一十，　．Rμ∂螂ραノ＾甑プb読45ナワシロイチゴH一十，　P扉6漉”αノ雇y厩α1～αミツバツチグリR一十，

A〃ψ配。α1プ）αθα孟1’おメ）8ノ’〃zα　ヤブマメ　H一十；　in　3＝Acαノz〃10ραπαエz～ψ1）oπf砲∫　オカウコギS．一十，

Rんz∬ノα刀α漉。‘↓ヌルデS一十，0カ11’砂090πブαρo癖。～∬ジャノヒゲH一＋，Rz‘伽∫カα♂〃」α蝕∫var．ご（ψ・

砂ク1zツZ伽5モミジイチゴH一十・2，　∠）ノ：y（ψ’6痒58ノ：y読1η∫01駕ベニシダH一十，　Co〃〃z8♂加α60〃〃～観πガ5

ツユクサ狂一十，5α〃めz6α‘∫∫ご660♂漉απαニワトコH一十，　Z485∫αρo砂6α厚，αイイギリH一十，　C加θノ～o一

〃‘8Z85ブ砂。η∫6αクサボケH一十，・4Z♂砒〃L　g1『α画ノビルH一十，跳7二y1παZゆ’03‘α61Lッαvar．α∫ガ漉。αハ

エドクソウH一十，Co’＝y4α♂∫5”zc’5αムラサキケマンH一十．
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Fig．！1．建設予定地の狭い斜面に発達しているクヌギーコナラ群集の夏季の景観。

　　Summeraspectofthe　Quercetum　acutissimo－serratae　ona
　　narrOW　S10pe　area．

騰

糠
　、

血 忌薦難

鞍
鍵蝋

画：議露疑

　　犠誘

　　　　籔

　　　　　F玉g．12．　クヌギーコナラ群集の冬季景観。

Winteraspectofthesame　Quercetum　acutissimo・serratae，
seen　from　the　other　side．
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熱鐵．

臨援灘．．
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Fig．13．萌芽形態を示すクヌギーコナラ群集林内写真。高木層にコナラが

　　　萌芽形態で優占し，クヌギ，エゴノキが混生している。草本層には

　　　　アズマネザサ，ノガリヤス，ホソバヒカゲスゲ，シラヤマギク他が

　　　　みられる。

　Q研α‘∫∫8η厩αcoPPice，　with　3妙1環ゴ＠・刀∫cαand　Q．αc醐∬加α（canopy

　tree　layer），　Plus飾∫・ろZα漁∫6勧z・，ωα〃多α9ノ℃∫診∫∫α7忽π伽αc孤var．

　ゐ7η61呂ツカ寵乃α，Cθ7τ即η召ノz8♂1α，∠45’8ノー560ゐ8ノ～　etc．（understorey）．

ない。これに対し，クヌギーコナラ群集は関東ローム台地上や沖積地のシラカシ群集域に発達し

ており，遠藤地区に比較的広い面積で残されている。

　クヌギーコナラ群集は二次林ではあるが，昔からいわゆる雑木林として人・勃こ親しまれてきた

林分である。林内に生育している植物の種は豊富であり，それらを基盤として生活する昆虫類，

鳥類など豊富な生物相を支えている。この意味では，人々に最も身近で豊かな自然といえる。ま

た，景観要素としても面的な緑被として価値が高い。

　藤沢市内でも遠藤地区はクヌギーコナラ群集が広くみられる地域である。しかし，近年，神奈

川県下をはじめ各地で，宅地造成などによりクヌギーコナラ群集に代表されるコナラニ叢林は徐

々に失われ始めている。とくに人口の集中する都市部では著しく，急速に姿を消しつつある。以

上のことから，本調査地域内のクヌギーコナラ群集は，二次林とはいえ市畏にとって大切な緑と

いえる。したがって，キャンパス建設にあたっては，クヌギーコナラ群集を緑地帯や環境保全林

として利用するなどの保全を前提とした設計が望まれる。
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2．植 林Plantations

4）　スギ，ヒノキ植林

　　C鋤ρ’o呪6擁αノ砂。／z此α，C加耀α6鰐〉α7一∫30∂魏5αplantat量on（Tal〕．5）

スギ，ヒノキ植林は，調査地域の西側斜面にまとまった露分がみられる。また，スギ，ヒノキ

Fig．14．藤沢キャンパス建設予定地に隣接する地域のスギ植林地の相観。

　　C1＝V瑳。〃～θノゴαブ彰）o／z’‘α　Plantat玉on　next　to　the　preparation　area　for

　　construction　of　the　Fulisawa　Campus．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．5　スギ，ヒノキ植林

　　　　　　　　　　αツμ・〃彦ε加ノ妙。煎α，Cんα〃照狸ωゴ∫o伽5αplantati・n

Relev6　number調査番号：！1，　Altitude海抜高：36m，　Aspect　and　slope方位および傾斜：SW　10。，

Relev6　size調査面積：225m2，　Height　and　cover　of　tree　layer　1高木層の高さと蘭島率：14m，80％，

Height　and　cover　of　tree　layer　2亜高木層の筒さと植被率：6m，10％，　Height　and　cover　of　shrub

layer低木層の高さと植被率：3m，40％，　Height　and　cover　of　herb　layer草本層の高さと植民率：

0．5m，40％，　Total　number　of　species出現種数：43種・

Planteds　trees：　植栽樹種

　C肋η3αθ（ツρα7ゼ∫o擁z‘∫α

　　　　　　　　　　ヒノキ　　　　　T14・4
　αツμoチηθプfαブ砂。短6α

　　　　　　　　　　スギ　　　　　　　T1　2・2

SpeciesofCamellietea　iaponicae：
ヤブツバキクラスの種

　R～欝8α疏z胡ゐ87二9プ∫タブノキ

　E耽yαブ砂02漉α　ピサカキ
　（；）’‘θプα‘5澱yr5∫πα4bあα

　　　　　　　　　　シラカシ
　απフzαηzoη3z〃πノ砂。加‘躍π

　　　　　　　　　　ヤブニッケイ

　五πcめαノ砂。ηたα　アオキ

　乃∫∫∫αノ4ρo加6α　ヤツデ

　α2z7zα7η02ηZ〃πoαノψん07一α

　　　　　　　　　　クスノキ
　ム毫。臨∫θα∫θ痒6θα　シロダモ．

　〃gz4諺ノ用！〃ノ3ブ妙。加α‘〃3

　　　　　　　　　　ネズミモチ
　H64θ2闇α7物。ノノめθσ　キヅタ

　乙か∫oρ8μα鱒妙〃α

　　　　　　　　　　ヤブラン
　Cψ1泳ψogoπブψoπfc郡3

　　　　　　　　　　ジャノヒゲ

　（肋勉砂09’0η0厩峨ナガバジャノヒゲ

　！）7y（ψ’6ノ廊8ノ：y魏プ0507rσ

　　　　　　　　　　ベニシダ
　1乃一αc乃．θ10功87フπz〃7zα5ゴα彦ゴα4〃z

　　　　　　　var．∫π’8’一〃Z84ゴZ〃2Z

　　　　　　　　　　テイカカズラ
　・4ア’読5如ブ曜＞o加‘α　ヤブコウジ

Co皿panions：　随伴種
　Qμθア弓。μ55θη一箪α　コナラ

　Cαアψ加π∫．煙。厩侃クマシデ

T2　1・2

S　　1・2

T2　十

丁2　1・2

S　　十

S　　十

S　　十

S　　十

S　　十

S　　十

H　　2・3

H　　1・2

H　　l・2

H　　1・2

H　十・2

H　十・2

H　　十

T1　1・1

T2　1・1

π8ガ。尻α∫オ螂。肋zoアズマネザサ　　　S

Cα疏6αψαブψoηゼ‘α

　　　　　　　　　ムラサキシキブ　　S
∠ψんαπαπ疏8α功θ7幽α

　　　　　　　　　ムクノキ　　　　　S
ゐ・ηfごθ2閣α92弓婚Zψ8∫var．μαう2』α

　　　　　　　　　ウグイスカグラ　　S
P～62’α∫ノηαgκα∫5∫of漉5

　　　　　　　　　ニガキ　　　　　　S
伽∫αψ痂∫ブ＠o短。αゴンズイ　　　　　S

Eμ・07聖y2πz455∫8うoZ漉αηz‘∫・

　　　　　　　　　マユミ　　　　　　S

楡たψα7協¢ρf6砲∫ハリギリ　　　　　S

飾㍑雄りηz∫α602欄ぬ如

　　　　　　　　　ドクダミ　　　　　T

O5η耀η4比ノ曜》oη左αゼンマイT

π8エ67・62zα如イヌツゲT
D∫0300ノρεαブ妙。η∫6αヤマノイモ　　　 T
L∫η滅η・α81απ6α　　ヤマコウバシ　　　丁

働ア2’乃。雀γ々4〃リウ砂82カ％〃3

　　　　　　　　　サンショウ　　　圃T
Dθ∫ノπ06々㍑η露oZ4ゐαηL∫∫

　　　　　　　　　フジカンゾウ　　　H

漁加漉αノ妙。漉紹ヒイラギナンテン　H
・4酸yr々〃πηψoηfcπノノ診

　　　　　　　　　イヌワラビ　　　　H
五〇αη疏（ψ廊ησκ刀吻。加6μ5

　　　　　　　　　オカウコギ　　　　H
／1ηψβz9ρ5ゴ3ゐ7僧6ηψθ漉〃zcμzα’α

　　　　　　　　　ノブドウ　　　　　H
CゆみαZαπ疏82層αZo7～gだ｝7ηαθαオα

　　　　　　　　　ササバギンラン　　H

腕∫ブ妙。η∫6α　　シャガ　　　　　H

3オ89η097用α刀〃παρ・9・∫subsp。η～o〃∬～ノ〃α

　　　　　　　　　ミゾシダ　　　　　H

勘躍αフ妙。癖。α　　ヤブミョウガ　　　H

2・2

十・2

十・2

十

十

十

十

十

2・2

1・2

十・2

十・2

十

十

十　．

十

十

十

十

十

十

十

十

Relev6　da毎調査年月日l12．　Oct．1986。
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は防風と境界を兼ねて，クリ園の周囲に列状に植栽されている。今回は植林として利用されてい

る大谷側西斜面のスギ，ヒノキ植林が植生調査された。

　調査されたスギ，ヒノキ植林は高さ14mで4層構造を形成している。心内には，タブノキ，ヒ

サカキ，シラカシ，キヅタ，ヤブニッケイ，アオキ，ヤブラン，カブダチジャノヒゲ，ベニシダ，

シロダモなどヤブツバキクラスの種群の他，コナラ，クマシデ，ムラサキシキブ，ウグイスカグ

ラ，ハリギリ，マユミなどのブナクラスの種群，ドクダミ，ゼンマイ，アズマネザサ，イヌツゲ

などが生育している。高木層や亜高木層にコナラ，クマシデ，タブノキなどが混生しており，植

林としての管理は粗放である。

Relev6　reference　number＝

Relev6　number：

Relev6　date（1986）1

Relev6　size（m2）：

Height　of　tree　layer　（m）：

Cover　of　tree　layer　（％）：

Height　of　shrub　layer（m）：

COVer　of　shrub　layer（％）：

Height　of　herb　layer（m）：

Cover　of　herb　layer　（％）＝

Total　number　of　speci母s：

Tab．6　ニセアカシア植林
Ro～♪fη∫α1）56～‘♂oα6αo’α　Plantation

　　　　　　通　し番号
　　　　　　調査番号
　　　　　　調査年月日

調査面積
高木層の高さ

高木層植被率

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植被率

出現種数
王）1a1≧ted　species＝

Ro海πfαρ∫θμ40αcαc如

SpeciesofRosetea　multlflorae：

植栽樹種

　ハリエンジュ

ノイバラクラスの種

　T
S，｝1

　D∫05ωプ8αゴ砂0π∫0α

　A々θうfα9厩παオα

　Loηf662僧αブ妙。η∫‘α

　A〃ψθZoρ5∫5加8uψ84z‘ア～α4α如

　COCC認κ502・扉‘Z4Zα∫霊45

Cornpanions：

　π8∫0ろZα5如5（71L加O

　Coη〃π6距παcoη3η3πηゴ5

　ヤマノイモ

　アケビ

　スイカズラ

　ノブドウ

　アオツヅラフジ

随伴種

　アズマネザサ

　ツユクサ

S，旦

S，H
　　S

　　S

　　S

S

H

1　　　2

28　　35

10　　11

31　　3

75　　225

10　　12

60　　40

2．5　　6

90　　90

0．3　0．3

1　　3

9　　17

4・4　　3・3

土　＋・2

1。2

十

十

十

●

土

土
。

5

十

5・5　　5・5

十　　　十

出現1回の．種Additional　species　occuring　once　ia　relev6　ref．　no．1：4カ∫05プbr砲ノ～θ∫ホドイモS一十，

　5η3∫Zα∬rゆα万αvar．π3∫κ74∫εη5f∫シオデS一十，　in　2：C8躍5∫∫ηεπ∫∫∫var．ブ曜）02z∫cαエノキS－1・1，

　窟gz‘∫魏〃πブ砂。ηfoπη3ネズミモチS一＋，　A駕めαゴ‘4＞ωzfcαアオキH一＋，　Gyη05オ8η～ηzαρθη’畷）むZ♂π〃z

　アマチャヅルH一十，（肋痂oρogoπo玩σガナガバジャノヒゲH一十，乙∫アー∫oρ8ρ♂α卿んッ♂ZαヤブランH一

　十，・4漉ッ7u彫118∫ブ砂。ηf6αヒカゲイノコズチH一十，　Co1フ4αZf∫∫ηoε∫αムラサキケマンH一十，　V∫oZα

g蟹ρ06θノ¶α∫タチツボスミレH一十；ハ）妙gωz～〃μガZゴノb74〃～8ミズヒキR一十，．翫ッZZo5如6伽∫ん8オθ’o¢y4α

　f・ρzめβ∫c研∫モウソウチクT－1・1。
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　5）　ニセアカシア植林「捕

　　　Roろ伽αρ56π40αoα磁plantation（Tab．6）

　筋セアカシアは北アメリカ原産のマメ科の夏緑高木である。根に根粒菌が共生し，窒素固定が

行なえるため貧養な荒地にもよく生育して，植栽されている。しかし，ニセアカシア種のみの密

植は土壌成分の過窒素化を生じ，閣内には限られた種以外ほとんど生育しなくなり，林床植生の

貧弱化，荒廃を招く。加えてニセアカシアは浅根性で，強風で根元がゆすられると簡単に倒伏し

やすい。このためニセアカシアは一時的な緑化以外には，立地保全用として適していない樹種と

いえる。また，どこにでも生育できるため，かつて植栽されたニセアカシアが植栽地の周辺，河

辺などに逸出しており，現在では全国的なやっかい老となっている。

　調査地域のニセアカシア植林は，林冠が植被率50％前後と疎開しており，低木層にはアズマネ

ザサが密生している。そのため，林床は光が遮断され，ツユクサ，ヤブラン，ムラサキケマンな

ど，生育している種群は光不足により出現種数は9～17種と貧弱化し七いる。

　6）モウソウチク林

　　　恥Z♂05如6勿5加’6プ。（ッ‘Zαf，鋼加5cθπ5　plantation（Tab，7）

　モウソウチクは中飼原産のタケであるが，江戸時代から竹林として日本人に親しまれてきた。
　　‘　　　　9

モウソウチク林は調査地域内の植林の中では最も広く，まとまった鳥総がみられる。モウゾウチ

ク林は水分条件の良い斜面下部や傾斜の緩やかな凹状斜面に多く植栽されており，土壌はA層が

Fig．15。　キャンパス予定地内に残されているモウソウチク林。

　　Bamboo　Stand　of　P妙ZZo3如‘1院y5乃8オθ’り。ッcZαvar．餌ゐe∫c8那．
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　　　　　Tab．7モウソウチク林
乃ゐμ05’α（7妙5ん6’67η（ツ（彦αvar．ノ）πう83c6／z5　plantation

ReleV6　referenCe　number：

Relev6　number：

Relev6　date（1986）：

Aspect：

Slope　（。）：

Height　Of　tree　layer　（m）：

Cover　of　tree　layer（％）：

Height　of　shrub　layer（m）：

Cover　of　shrub　layer　（弩）：

Height　of　herb　layer　（m）：

Cover　of　herb　layer　（％）：

Total　number　of　species：

通　し番号

調査番号
調査年月日

方　　　　位

傾　　　　斜

高木鉢の高さ

高木詩病被率

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植被率

出現種数
Di匠erential　species　of　the　communlty　l

1ヲ～メZo5如c1～ツ313θ’6プ。くy‘Zαf4，め83c8η∫

SpeciesofCamellietealaponicae＝

群落区分種

　モウソウチク

ヤブツバキクラスの種

　Q㍑θrcπ∫履yr5加α4b♂fα

　P8ブ56α〃Lπηう6㎎蕗

　ユテα‘勿。αψ鋸プbπ瑚θゴ

　泓7ツα初。η∫cα

　魏oZ琵∫8α58ノー∫Cθα

SpeciesofArtemisitea　princips：
　砺初彰yπfαcor滅z∫α

　α⊃ψ‘o孟αθπ如∫妙。πf6α

　P∂砂9’oηπηzμ〃bηπ8

　∠4改yア’αη読85吻。厚。α

　σyπ05彦θ27zノπαρθ疵砂1配y〃躍π

　澱γ：yノπα妙診0∫航妙αvar．α5認加

Companions：

　∠）∫0∫COプθα”0ηゼ‘α

　COη〃ノ招Z加αCOη切3π2zf5

ω’∫∫伽θπ∫f5　var．吻0ηf6α

シラカシ

タブノキ

シュロ

ヒサカキ

シロダモ

ヨモギクラスの種

　ドクダミ

　ミツノミ

　ミズヒキ

　ヒカゲイノコズチ

　アマチャヅル

　ハエドクソウ

随伴種

　ヤマノイモ

　ツユクサ

　エノキ

T
S

S，旦

　H
　H
　H
　H

H
H
H
H
H
H

　H
　H
S，H

1　　2
玉3　　21

10　　10

12　　31

SW
10

9

90

1

10

0．8

20

12

SW
15

15

95

0．5

5

16

5・5　5・5

1・2　　・

十

●

■

●

十・2

2・2

1・2

十・2

　●

●

土

中

十

十

十

十・2

●

o

o

十

十

十・2　1・2

十・2　　十

土　　＋

出現1回の種Additional　species　occuring　once　in　relev6　ref。　no，1：Ro腕η∫αρ∫甜40αoαcfαハリエン

　ジュS一十，C姥yプαψ∫α吻。η∫6αヤブガラシH一十，　D85η30諺πηz　o¢抄1ζyZZ㍑ηzヌスビトハギH一十，　in

2：．4プαJfαcorぬ如ウドH一十，　CθZα∫〃π∫o’ゐfoμZα凝∫ツルウメモドキH一十，　＆加♂α¢ブψαガαvar。

郡∫z〃峨諭漉∫シオデH一＋，助んαπαπ疏6αゆθプαムクノキK一＋．

厚く堆積している。種組成は貧弱であり，平均出現丁数は14種にすぎない。シラカシ，タブノキ，

シュロ，シロダモなどのヤブツパキクラスの常緑広葉樹，ミツバ，ドクダミ，ミズヒキ，ヒカゲ

イノコズチなど適潤生の路傍雑草が生育している。

　モウソウチク林は立地および種組成から，シラカシ群集ケヤキ亜群集の潜在自然植生域に成立
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していると判定される。農家の裏手など人家の周辺にも多く，複雑に発達した地下茎は表層土を

安定させ，立地保全の役割を果している。しかしモウソウチク林を維持するためには，林床の耕

起，施肥などの人為的管理を行なわなけれぽならない。

2．　林縁生低木一つる植物群落：ノイバラクラス他

　　Shmb　and　ville－r量ch　maDtle　com魚unities：Rosetea　multifloraeetc．

　7）ヤブガラシ群落

　　　Cαツプ磁∫α」⑫o痂6αcommunity（Tab．8）

　クヌギーコナラ群集，シラカシ群集，スギ，ヒノキ植林など森林植生の林縁には，木本生，多

年生つる植物や夏緑低木が生育し，マント群落を形成している。ヤブガラシ群落はヤブガラシ，

アオツヅラフジ，ツルウメモドキ，トコロ，カニクサなど主としてつる植物から成る林縁植物群

落である。

　ヤブガラシ群落は，スギ，ヒノキ植林の林縁で植生調査された。優占種の：ヤブガラシは，スギ

の枝先や樹冠に絡みながら日当りの良い立地に繁茂している。草本層には．コセンダングサ，ア

メリカセンダングサ，オオイヌタデ，タカサブロウなどタウコギクラスの種群が生育しており，

ゴミの投棄による：立地の富栄養化を指標している。

　8）　ウツギ群落

　　　D6麗廊α6プθπα’αcommunity（Tab．8）

　ウツギ群落は調査番号15（Tab．4）のクヌギーコナラ群集の林縁に生育しているマント群落で

ある。ウツギ群落はヤブガラシ群落に対して，優臥するウツギにより区分される。

　植生高は3mで2層群落を形成している。夏緑広葉低木のウツギに絡みつき優倹しているヤマ

ノイモ，アケビをはじめ，ノブドウ，クズ，ヤブマメ，ツルウメモドキ，シオデなどのつる植物

が密に生育している。草本層にはカナムグラ，アカネ，アマチャヅルなどのつる性草本植物，ヨ

モギ，ヌカキビなどが生育している。

　ウツギ群落は谷部の放棄水田の縁に接して生育しており，生育地の土壌は膨軟な埴壌土である。

丘陵側はクヌギーコナラ群集に，放棄水田側ではアキノノゲシーカナムグラ群集に接している。

　9）　メダケ群落

　　　π8ガ。ろZα5伽55肋。漉community（Tab．9）

　調査地域にはアズマネザサーススキ群集やクヌギーコナラ群集に接して，メダケの優剥してい

る底流がみられる。このメダケ植分は優占種のメダケ以外に群落を特徴づける種がみられないた

め，単にメダケ群落としてまとめられた。
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．8　ノイバラクラス

　　　　　　　　　　　　　　　RoseteamultiHorae
　　　　　　　　　　1：C硬y1一α’∫αゴ砂。π∫侃communityヤブガラシ群落

　　　　　　　　　　2：D6z‘彦5∫α6288ηα如communityウツギ群落

Number　of　communities：　　　　　　　群落区分
Relev6　reference　number；　　　　　通し番号

ReleV6　number：　　　　　　　調査番号
Relev6　date（1986）1　　　　　　　　調査年月日

Altitude（m）＝

Aspect　of　hedge＝

Relev6　size（m2）：

Height　of　shmb　layer（m）＝

Cover　of　shrub　layer　（％）＝

Height　of　herb　layer（m）：

Cover　of　herb　layer　（％）：

Total　nurnber　of　species：

海　抜　高

林縁方位
調査面積
低木層の高さ
低木層の植被率

草本層の高さ
草本層の植被率

出現種数
Di貨erential　species　of　the　community：

　Cのプα距α．煙。πf6α

　Co（τπJz650プ6ガα4♂α孟％∫

　D∫0∫00プ8α渉0ん0／80

　々ygO読π〃’ノ砂0η此ん〃Z

　D8κ診z∫α6プ8πα‘α

　温んθろかα〈～麗πα診α

　．Ro5α〃曜あ耀。／u

　凸昭プα1ゼαZO∂α孟α

　乙。πピ6θプα．煙。η∫cα

　Bθ1－6ん8〃琵α7・αご8〃，05α

SpeciesofRosetea　multiflorae：
　エ）∫0∫COブ6αノψ0漉Cα

　〆1ηψθz（ψ515ゐ2・oηψ8漉‘πα6zα孟α

　A〃ψ雇。αゆα6αか’∫砂θノブ7zα

　CθZα∫々・μ507わf‘μ♂α診π5

Companions：

　Qyη05’6〃多〃zαカ8窺ψ玩yZ伽ノπ

　んηガα‘ノπろ∫∫z4cαオμノノ呂

　5ノπμα鯛ψαフ膚ゴαvar．π∬Z〃『諭Z5お

群落区分種

　ヤブガラシ

　アオツヅラフジ

　オニドコロ

　カニクサ

　ウツギ

　アケビ

　ノイバラ

　クズ

　スイカズラ

　クマヤナギ

イノバラクラスの種

　ヤマノイモ

　ノブドウ

　ヤブマメ

　ツルウメモドキ

随伴種

　　　　　や　アマチャツル

　ヌカキビ

　シオデ

S

S

S

H
S

S

H
S

H
H

S，H
　　S

　　S

　　S

H
H
S

1　　2

1　　2
10　　16

10　　10

12　　31

32　　36

W　　E
15　　9

3　　3
95　　90

0．5　0．5

30　　60

28　　24

4・4

1・2

十・2

十

●

●

o

●

●

o

●

●

o

●

4・3

3・3

1・2

1・2

十・2

十・2

2・2　4・4

十・2　1・2

十・2　十・2

1・1　十・2

十　　2・3

十・2　　十

十　　1・2

出現1回の種Additi◎nal　species　occuring　once　in　relev6　ref．　no．1：B∫4θη5が♂05αコセンダングサH－

　2・2，36彦αがαプ訪θガアキノエノコログサ琵一十，　A♂妙’網α漉加5ルπ1＾忽ヒナタイノコズチH一十・2，

　％むgoπ～〃2凄葦♂吻7？溜ミズヒキH－1・2，ゐα6’z6α擁2z読αz　var・Zαoどア廊如アキノノゲシH一十，　C6」‘’5

　5読6η5∫5var．ブψo厩。αエノキS－1・2，　E％oη：yη膨∫5’θうoZ読απμ∫マユミS一十，乙fgμ5加μ〃L　o∂頗∫げbZ∫πη‘

　イボタノキS一十，駆落goη％〃3　Zoπ9∫∫θ’π〃zイヌタデH一十，　B∫漉η5．倉。π4∂5αアメリカセンダングサ

　琵一十，Co1πノπ8Z加α60〃〃η鉱πf∫ツユクサ登一1・2，搬ヅ。♂αc‘ααη3e7”foαηαヨウシュヤマゴボウH一十・2，

　Cψ♂∫5η‘θ腿∫z‘ηぬZα’痂Zfπ∫var，煙。沈z∠∫コチヂミザサH－1・2，　Eσ妙彪餌05〃α如タカサブロウH一

　十，乃むgo2z〃～切04∂5κ〃3オオイヌタデH一十，・4〃z57’o∫’α〃惚ノ漉5観⑳Z如ブタクサH一十，　M廊αηz読！‘5

　5魏8η5‘∫ススキH一十，in　2＝H麗ηz認π5∫6απ漉η∫カナムグラH－2・2，　Aプ陀〃廊如ρr碗6砂∫ヨモギK一

　十・2，Rπ房αα肋πθアカネH－1・2，　Co削ぬ♂∫∫∫7zc∫5αムラサキケマンH一十・2，　E7’∫gθ1℃π伽η翅5ヒ

　メジョオンH－！・1，　＆θZZα7”∫ααgπα∫∫‘αウシハコベH－2・2，　Egμ∫58如η3α7妙θπ5θスギナH一十・2，

　Cα紹」じブ砂02z磁ヒゴクサH－1・1，　P8’α5∫彦θ5ブ妙伽fαz∫フキH一十，　V乃獄ππη3漉Zα‘磁朔zガマズミS

　一十，玩認耀沈。〃め槻キヅタH一十．
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Relev6　reference　number　l

Relev6　nunlber＝

Relev6　date（1986）：

Altitude（m）＝

Aspect：

Slope（。）：

Relev6　size（m2）：

Height　of　shrub　layer（m）：

Cover　of　shrub　Iayer（％）：

Height　of　herb　layer（m）：

Cover　of　herb　layer　（象∫）：

Total　number　of　species：

　　Tab．9　メダケ群落

π8∫oみZα5薦55魏。漉community

　　　　　通　し　番号

　　　　　調　査番号
　　　　　調査年月日

海　　抜　　写

方　　　　位

傾　　　　斜

調　査薗積
低木層の高さ
低木層の植被率

草本層の高さ
草本層の植被率

出　画期数

　1　　　1

41　　　5

　11　　　10

　3　　　12

37　　　30

－　　　E

　O　　　20

25　　100

4．5　　5

100　　95

．0．5　　0．3

　1　　　5

　4　　　15

Difεerential　species　of　the　community＝

πθ∫06ZζZ5如∫5∫アη0π琵

Companions：
　G：yπ05‘θη3／2zαρθπ孟砂1町y♂Z％〃3

　D85ηZO4勉ηZO魏んメ伽ノノ多

群落区分種

．メダケ

随伴種

　アマチャツル

　ヌスビトハギ

S

H

H
S

5・5　　5・5

。　　　十

十

十

十

十

出現1回の種Adδ玉tional　species　occuring　once玉n　rde艶ref．　no。1：56θZZ碗αα曜盈。αウシハコベ

　H一十・2，　in　2：D∫05‘oプθαブψoη’6αヤマノイモH一十，　君彦1げかπ脚π功。η∫cz6ノμイヌワラビH一十，

　A〃ψ房6αゆαθα孟がα∫ρθプ1ノ協ヤブマメH一十，Ho厩敵yπ’α60プ4漉αドクダミH一十，　C6Z彦‘55々z8π5’5　var．

吻。π∫cαエノキ登一十，箔’αc1～ツ6αゆκ5プbπμ2zε∫シュロH一十，0カZ∫5η‘θηπ∫襯4κ♂α彦∫ノb♂伽5　var．メ妙。一

　η∫傭5コチヂミザサ．H一十，・翫648r∫α5ごαη48η5　var・ノηαケθ∫ヘクソカズラH一旦，7先8らψ’8プ∫5」＠oη∫oα

　ハリガネワラビ1｛一十，0，擁oρogoπoんτ碗ナガバジャノヒゲH一十，魏。陀56α∫8r∫08αシロダモH一

　十，Aπoπうαブζ4）o漉。αアオキH一十．

　メダケは｝サであるが高さ5m以上に達し，メダケ群落は相観的にはササ草原と小うよりもむ

しろ竹林に近い。メダケは非常に密生しておp，植生調査のために群落内に立入ることも困難な

程である。そのため光が遮断され，下層植生は光不足により植被率，種数ともに貧弱になってい

る。このような状態が続くと潜在自然植生の構成種であるシラカシ，アラカシ，タブノキなどの

常緑広葉樹の更新も困難となり，メダケ群落は植生遷移の停滞した持続群落として存続して行く。

また，メダケほ良く発達した地下茎で繁殖するため，周辺の畑放棄地や裸地などに侵入し，速や

かに分布を拡大して行く？林琴の疎開したクヌギーコナラ群集やニセアカシア植林には幹の細い

アズマネザサカ1卑し離することがある・この場合も他の林床勘の鮪が困雑勧・藩

の種組成的な単純化を招いている。神奈川県内でも多摩丘陵などで，管理が手薄になったクヌギ

ーコナラ群集内にアズマネザサが侵入・密生し，雑木林の荒廃が進んでいる。　〆、

　メダケ群藩嬬その張りめぐらされた根茎によって土壌を押えつけ，、立地保全的な役割は葺い。

しかし；m一旦繁茂すると植分の拡大が早く，その駆除はやっかいとなる。　　　　　　　』
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　　Fig．16．　高さ6mに達し生育するメダケ群落。

π8’oゐZα∫孟μ55∫〃zo／1∫∫community，　growing　to　a　height　of　6m．

3．

10）

　白本では良然生のスズキ草原は，海岸や硫気孔荒原など国育地は限られ｛いる。我々が最も身

近に感じる植生の一つであるススキ草原は，多くの場合二次的なものである。ススキは造成地，

耕作放棄畑；”空地，路傍などいたるところにみちれ，群落を形成している。このようなススキ草

原は関東地方のヤブツバキクラス域を中心に広く分布しており，アズマネザサを懇懇種としてア

ズマネザサーススキ群集にまとめられている（Miyawaki　1971）。

　アズマネザサーススキ群集は出穂期で高さ2mにも及ぶ。優占種のススキの他，トダシバ，ア

キノノゲシ，・ミツベチグリ，ナワシロイチゴなどススキク7スリ種群ジヤブマる，スギナ，ヘク

ソカズラなどが生育している。出現種数は植分により差が篤き：く，7～20種，平均14種である。

　遠藤地区ではアズマネザサースるキ群集は比較的どこにでも生育して湿る植生の三つである。

路傍や畑の土手の他，面積的に大きな植分は耕作放棄されたかつての畑地にみられる。ススキは

群生を始めて間もない1～2年の闘はススキ以外には特徴的な構成種をもたない植分を形成して

二次草原：ススキクラス

Secgndarypioneergrassland：Miscanthetea　si早en串is

アズマネザサーススキ群集

Arundinario　chino－Miscanthetu田sinensis　Miyawaki1971
（Tab．10）

　　　穿，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　士　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孕
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　　　　Tab．10　アズマネザサーススキ群集

Arundinario　chino．Miscanthetum　s五nensis
Relev6　reference　number：

ReleV6　number；

Relev6　date（1986）：

Altitude（m）：

Aspect；

Slope（。）：

Relev6　size（孤2）：

Height　of　vegetation　（m）：

Cover　of　vegetation（％）：

Total　number　of　species：

通　し　番号

調査番号
調査年月日

海　　抜

方

傾

調

植　　生

植　　被

出

高

位

斜

査面積
高

率

現種数

1　　2

9　　10

10　10

12　31

37　22

NENE

Character　and　d玉f［erent玉al　species　of　ass・：

　ハ4乞50απ’んz‘5∫∫ηθフ25∫5

　π6ガoZ＞Z4∫土嚢36雇ノZO

SpeciesofMiscanthetea　sinesis：
　ゐαC魏‘α∫η読6αvar．　Zα0ゼπごα’α

　Aプμη6灘η8〃α雇πα

　Rzめπ5ρα㎜洒♂㍑5

　乃’θ疵〃αノ）帽《yη∫απα

　A5彦8プ㎎Bプαオ0∫48∫var．0ηα施5

　ムθ5ρ84ぬαμ♂o∫α

　乃c1趨∫5加。η∫oα

．加功θ482αα〃z8α∫α

Companions：

　君〃ψ1z記αゆαθα∫かゆθ1フノzα

　Eg厩∫θ如ノμα1碧θη5θ

　ぬθ0弛ノ・’α50αη4θ7∬var．ノ，，α∫プ6’

群集標野種・区分種

　ススキ

　ァズマネザサ

ススキクラスの種

　アキノノゲシ

　トダシバ

　ナワシロイチゴ

　ミツバツチグリ

　ノコンギク

　ネコハギ

　コウゾリナ

　メドハギ

随伴種

　ヤブマメ

　スギナ

　ヘクソカズラ

5　　10

25　20
2　　2

90　80
9　　14

3

42

11

3

32

0

20

2

90

20

．5・5　5・5　5・5

十・2　÷　　2・2

十

十

十

〇

o

●

●

●

十・2

十

十

。　1・1

1・2十・2

　．

十・2

十

十・2

十

十

●

●

●

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
出現1回の種Additional　species　occuring　once　in　relev6　ref．　no．1：猛〃π認π∫∬απ4εη5カナムグラ

　十，Aπθ1厩∫∫αρ7”加αψ5ヨモギ十，　P乞‘67一α1・’αZoろα’αクズ！・2，　in　2：G砂6加65のαツルマメ十，

　湯ゴ9β1ρoπαηππ鰐ヒメジョオン十，愉5薩読απ疏6プαヒメジソ十，08ηo洗87・α腕8η厩∫アレチマツヨ

　イグサ十，in　3：7h7ρα¢αcz〃πoが4πα♂8セイヨウタンポポ十，怖oZα91ツρoc召ノーα5タチツボスミレ十・2，

　R勧5ノ⑳απ∫oαヌルデ十，　Rπ玩απ々αη6アカネ十，　Ro∫α〃多πZ’耀。プαイノバラン・2，　A〃ψθZ砂5ピ5．

　んでηψ6コ入πcκZα’αノブドウ1・2，Aん8ろfαgぬη磁αアケビ十，　Co6cκZμ∫01r6∫6μZα如5アオツヅラフジ十，

　既5詑ガαプ70万∂ππぬフジ十，　50距ぬgO認彦f∬カノ鵡セイタカアワダチソウ十，　」～‘漉。ぬ卸り0μηめのZ∫

　var・Zθκ6απ疏αキツネノマゴ1・2，　qyπo∫’8〃〃；雄ρ8漉姥ρ妙Z♂π〃3アマチャヅル÷・2，1万0560r8αブψoπ∫cα

　ヤマノイモ1。2．

十　　1・2

1・2　十

1・2十・2

いるが，数年を経るとススキ草原特有の種群が生育し始める。さらに毎年定期的な火入れや刈取

りが行なわれると成熟したススキ草原となる。調査地域内のアズマネザサーススキ群集は，スス

キ草原としては発達の途中相にあり，未だ断片的な面分である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
4．　林縁下広葉草本植物群落：白モギクラス

　　Road6ide　and　forest－edge　ruaeral　com照uni£ies：Artemisietea

　　P「111c1Pls

　1の　アキノノゲシーカナムゲラ群集

　　　Lactuco　i登dicae－Humuletum　japonici　Okuda1978（Tab．11）

　アキノノゲシーカナムグラ群集はカナムグラ，アキノノゲシによって特徴づけられる草本植物

群落である。カナムグラは1年生のつる草本で，しぼしぽ富栄養地で地面を覆うように優占する。

アキノノゲシーカナムグラ群集は密生しているカナムグラにアキノノゲシ，ススキ，アメリカセ

ンダングサなどがまばらに四生・直立した特徴的な相観を示している。生育地は適潤性～やや湿

性の富養な立地で，谷戸から台地部にかけての日当りの良い斜面に多く生育している。とくに谷

戸の行止りの緩斜面には良く発達している。

Tab，11　アキノノゲシーカナムグラ群集

Lactuco　indicae－Humuletum　japonici
Relev6　reference　nunユber＝

Relev6　number：

Relev6　date（1986）；

Altitude（m）：

Aspectl

Slope　（。）：

Relev6　size（m2）＝

Height　Of　vegetatlOn（cm）：

Cover　of　vegetat｝on　（％）：

Total　number　of　species＝

通　し番号

調査番号
調査年月日

海

方

傾

調

植

植

出

抜

査面
生

被

国幣

高

位

斜

積

高

率

数

Character　and　difεerential　species　of　ass．；

　Hμ〃3μ♂κ∫5（アαπ♂8／z5

　ムαC彦ZκαピノZ4ガ6αvar．♂αC∫π∫α‘ζ‘

SpeclesofArtemisietea　princlps＝
　Aclzツプαπ疏6∫勲μプ記∫

　Co1ツ4層目fノ～6おα

　Rzめ∫ααんαπ8

雌61η∫診89々‘〃’窃〃呂∠ノ～θκ〃zvar．カ0む5‘αごんツz〃ノβ

C・mpan玉ons＝

　M∫∫ごαπ’ん～‘5∫∫ノz（〃～5’∫

群集標徴種・区分種

　カナムグラ

　アキノノゲシ

ヨモギクラスの種

　ヒナタイノコズチ

　ムラサキケマン

　アカネ

　アシボソ

随伴種

　ススキ

1　　　2

24　　3
10　　！0

12　　31

38　　35

NE　　－

5　　0
25　　20

80　　80

95　　90

8　　12

5・5　5・5

十「2　　十

十

〇

〇

・

　〇

十・2

十

十

十　　÷・2

出現1回の種Additional　species　occurlng　once　in　relev6　ref．　no．11Pκ8ノ襯毎Zoδα’αクズ1・2，

　π8foδZα5‘螂6ん加0アズマネザサ十，　B∫4θπ5プ｝ηη40∫αアメリカセンダングサ十，％4ygOημ〃占∫θπ批0一

　∫πノπママコノシリヌグイ十，in　2：5’8♂Zαがαα9～4α孟∫6ρウ営ハコベ＋・2，　Tん6如力’θ7廊オ。紹5∫απαvar・

　oαZη鷹αヒメワラビ十・2，。Po4ygo／zz‘〃35∫8加Z読∫アキノウナギツカミ！・1，　P∂4ygoπz〃π〃zz〃～ゐ6ノ↑9∫∫ミ

　ゾソバ十，Pθ砂gOππノμZOπgお⑳麗〃多イヌタデ十，　Agノη”1『0πたαノ〃げカモジグサ十．
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騰
灘

懸。

羅F三g．17．　カナムグラが優占するマント群落（アキノノゲシーカナムグラ群集）。

　Mantle　community　dolninated　by茄〃〃‘Zκ∫5ごαノ～48〃5（Lactuco　indicae

　－Humuletum　laponici）

、

Fig。18．　カナムグラ。

　Hμ〃耀z螂∫6απ4θπ∫
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　12）　セイタカアワダチソウ群落

　　　50あ4αgoαZ‘∫∬翻αcommunity（Tab．！2）

　セイタカアワダチソウは北アメリカ原産の帰化植物である。日本ではやブツバキクラス域を中

心に各地に広がっている。河川敷，造成地などではしばしぼ大群落となる。都市部でも空地など

に群生し，現在ではやっかい者扱いされている。

　　　　　　　　　　　　Tab．11　セイタカアワダチソウ群落

　　　　　　　　　　　　　　50〃4α90α躍∬加αcommunity

R。1。v6。umb。・調査番号・44，　Altit。d，海抜高・含8m，　S1襲う，傾斜・0・，　R，lev6・i・e調査面積・16m・，

Height　and　cover　of　vegetation植生高および植被率：2，5m，85％，　Total　number　of　species出現

種数：12種．

Differential　speties　of　community＝

　　　　　　　　群落区分種
　30Z∫4αgoαZ’∫∬∫〃’α　セイタカアワダチソウ5・5

SpedesofArtemisietea　princips＝
　　　　　　　　ヨモギクラスの種
舐〃脳砺∫5Cαπ6如Z∫　カナムグラ

Gy／zo∫’8〃〃ノzαρθノπ妙んメZπ〃凄

　　　　　　　　　アマチャヅル
A’「妙雇5読力1闇闇Cψ∫　ヨモギ

2・2

1・2

十・2

　Ac妙プαノz疏8∫ノ4Poπピ。α　ヒカゲイコズチ

Companions：　　　随伴種
　Co〃〃ノz6伽αco〃〃ノ翅πおツユクサ

　M乞∬αノz疏％∫∫∫ノ～6／z∫ピ∫ススキ

　Pz‘87’α万αあ6漉α　、クズ

　．Rκうん∫ヵα1惣ヴb読蒔　ナワシロイチゴ

　且〃ψ雇。α7ψα6α彦万∫♪8プ〃鵡　ヤブマメ

　πθゴ。配α5’螂c11魏。　アズマネザサ

　E万g61‘0παノZπ～耀5　　ヒメジョオン

十

2・3

1・2

1・2

十・2

十・2

十

十

Relev6　date調査年月臼：3．　Nov．！986．

Fig．19， キャンパス予定地に発達しているセイタカアワダチソウ群落。

　　　　　80あ4αgoα読∬∫〃3αcommunity．
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　セイタカアワダチソウ群落は高さ2．5mに及ぶセイタカアワダチソウの優占によって特徴づけ

られる多年生草本群落である。下層にはカナムグラ，アマチャヅル，ツユクサ，ススキ，クズな

どが生育している。セイタカアワダチソウ群落は各地で報告されているが，セイタカアワダチソ

ウに結びつく特徴的な種は知られていない。調査地域内では小群状にまぼらに生育する程度で面

積的には少ない。

　13）　クワモドキ群落

　　　∠4z彫6ro5ガα　護r琉’4α　community　（Tab．13）

　クワモドキは別名オオブタクサと呼ばれる北アメリカ原産の1年生草本植物である。近年では

やブツバキクラス域の河川敷などに拡がっており，しばしぽ群生する。

　クワモドキは調査地域内では谷戸や道路わきを中心に生育しており，優黙するクワモドキを区

分種としてクワモドキ群落にまとめられる。クワモドキ群落は高さ3mを越える高騰草本植物群

落で，2層購造をつくっている。草本第1層にはクワモドキが優毒し，クズが混生している。草

本第2層にはアマチャヅル，スギナ，ウシハコベ，ミゾイチゴツナギ，カモジグサ，カキドオシ，ハコ

ベ，シロザなどヨモギクラス，オオバコオーダー，シロザクラスなどの草本植物が混生している。

　クワモドキ群落は比較的湿性で平帯な立地に生育する傾向があり河辺に多い。関東地方では利

根川上流の沼田市付近にまでみられ，多摩川流域にも普通に生育している。また，都市域にも分

布が広がってきており，横浜市内の小河川からもクワモドキ（下野ブタクサ）優占群落が報告さ

Fig．20．高さ3mを越えるクワモドキ群落。

　A〃彦∂’η5如彦が万4αcomnlunity（3m　high）．
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Relev6　reference　number：

Relev6　number：

　　　　　　　　　　　　、Relev6　date（1986）：

Aspect：

Slope　（。）：

Relev6　size（m2）：

Height．　of　herb　layer　1　（m）：

Cover　of　herb　layer　1　（％）：

Height　of　herb　layer　2（m）：

Cover　of　herb　layer　2（％）l

Totahumber　of　species：

Tab。13　クワモドキ群落

ん刀ろプ05ゴα’7’晒磁community

　　　　　通　　し　番　号

　　　　　調　査　番　号

　　　　　調　査年月　日

方　　　　　　位

傾　　　　　　斜

調　査　面　積
草塞第1層の高さ
草本第1層の植被率

草本第2層の高さ
草本第2層の植被率

出　現　種　数

Dif〔erential　species　of　community：

∠肋2．う2闇05fαか旧が融

SpeciesofArtemisietea　princips：

群落区分種

　クワモドキ

ヨモギクラスの種

　アマチャヅル

　ヒカゲイノコズチ

　カナムグラ

　ミゾイチゴツナギ

　ヤエムグラ

　ムラサキケマン

　ヨモギ

随伴種

　クズ

Hl
R2

　のπo∫オθη〃ノzαρθη’妙なyZZz〃π

　ノ上改y／uη彦ん85仰。π∫cα

　翫ノノ耀Zπ∫∬αη廊η∫

　R）α　αcro♂Cエ｛Cα

　σαZ珈ノπ砂μ7弓謡〃τf．5かゴgo∫z〃μ

　Coアツ磁Zf5カzc∫5α

　丑7弓’θη3∫∫㍑ρア弓加αゼ）5

Companions：
　P～躍ア・αア・’αZOろαオα

Ro5α〃3τ4Z’解07η

5孟6」♂αノゴαα（μαが軸

簾ηψ痂εαゆαθα孟ノ闇∫∫ρβ7フπα

E（μ∫∫θ診z〃μα7妙θη58

πθ’0うZα5≠㍑56h∫π0

ノイバラ

ウシハコベ

　ぴヤフマメ

スギナ

アズマネザサ

H2
H2
H2
H2
H2
H2
H2

　　Hl

　　H2

H1・H2

　　H2

　　H2

　　H2

　　H2

1　　　2

4　　17

10　　10

12　　31

NE　　－
3　　　0

20　　16

3　　3．5

80　　70

0．8　0。8

40　　70

16　　16

5・5　4・5

1・2　　・

1・2

十。2

十・2

　●

●

●

1。2

！・2

土
1・2

！・2

2・2

十・2

1・2

●

　0

2・3

2・3

十・2

十

　十

　〇

！・！

十・2

十

1・2

2・2

出現1回の種Additional　species　occuring　once　in　relev6　ref．　no，1：勲ツ∫oZα‘8αα〃θ1廊αノzαヨウシュ

　ヤマゴボウH1－1・1，　GZ8‘ho〃zαhθ漉r躍8αvar．　gγαη｛露∫カキドオシH2－3・3，　A8フ『畝yノηノzんα〃z｛扉カ

　モジクサH2－2・2，泌∫‘αη疏π5∫∫7zθπ5ゼ∫ススキH2一十・2，　Cん8η砂04加παZゐπノμシロザH2一÷，

　Coη3〃zθZカzα60ノブ〃ノ剛2z∫5ツユクサH2一十，　in　215’〃α1ゼα2z岬8c確ノ・コベ2・3，　L∫ノー’（4）θノ〃∫πoノ・ヒメ

　ヤブランH2一十，ハ石5cα2z疏％∫∫αc訪αノ40ノ噂～4∫オギH1－1・2，　Cα7τムηノ～’7～8π8灘140∫αタネツケバナH2一

　十．

れている（宮脇・奥田・鈴木伸他1984）。

欝）　オオオナモミ群落

　　　Xαπ漉伽彫6απα躍6η58community（Tab．王4）

オオオナモミ群落は高さ1．4mの優占するオオナモミによっ．て区分される草本群落である。構



46

　　　　　　　　　　　　　　　Tab．14　オオオナモミ群落

　　　　　　　　　　　　　　Xαη診1癬〃L‘απ娠8η58co職nunity

Rdev6　number調査番号：19，　Aspect　and　sユope方位：・傾斜ξS・10。，　A互旗ude海抜高：26磁，　Relev6

size調査面積：61n2，　Height　and　cover　of　vegetation植生高および植被率：1．4m，95％，　Total

nunlber　of　species出現同数18種

Di仔erential　species　of　community：

　　　　　　　　　　群落区分種
　Xαπ疏珈那ごαηα48η詔　オオオナモミ

Other　species：　　　その他の種

　Gα伽〃墨5餌漉〃μ£5師go5π〃’

　　　　　　　　　　　ヤエムグラ

5・5

2・3

ゐα〃磁，πα〃ψ飽瞬0α雇βホトケノザ

エ万8密π万αα4∬6π482～∫　メヒシバ

E6勉η06配0αC7翼∫一g窃ZZ∫イヌビエ1

V獅α肋尋5醜α　　　　スズメノエンドウ

E万967’0πα2魏πZ45　　ヒメジョオン

燕加照曽”05α　　　クワクサ

2・2

1・2

十・2

十

十

十

Relev6　date調査年月日：31．　Oct．1986．

成種には，ホトケノザ，クワクサ，ヒメジョオンなどのシロザクラスの種，ヤエムグラ，スズメ

ノエンドウなどヨモギクラスの種がみられる。構成種数は少なく8種である。

　オオオナモミは北アメリカ原産の1年生草本植物である。日本各地に広く分布しており，河辺，

水路などの富栄養な土壌上に生育している。関東地方では多摩川からオオクサキビーオオオナモ

ミ群集が報告されている（Miyawaki　u．　Okuda　1972）。植生調査されたオオオナモミ群落は畑

の縁の凹状地で，除草された雑草が遺棄され富栄養となっている立地に生育している。

　15）オギ群落

　　　雌56απ読z‘35αc6加r耀01－z45　commu烈圭ty（Tab．15）

　調査地域内の畑と農道との境界には，植栽されたと考えられるオギが生育している。また，谷

戸のヨシ群落よりも地下水位の低い立地にはオギ優占植分がみられる。これらの畑鼠はオギによ

って特徴づけられ，オギ群落にまとめられた。オギ群落は相観的には同じオギ優占植物であるが，

種組成的には立地により少し異なっている。

　すなわち路傍の植分では，アマチャヅル，アカネ，ツルマメなどのヨモギクラスの種が多い。

これに対し谷戸の植分では，ナンバンギセル，ワレモコウ，ナワシロイチゴ，ツリガネニンジン

などススキクラスの種が多く，嵐現種数も多い。谷戸の山分は水田耕作放棄後の二次遷移の途中

相である。

　16）　アキノエノコログサーコセンダンゲサ群集

　　　Se£ario－Bidentetum　pilosae　MiyawakietOkuda！972（Tab．16）

　アキノエノコログサーコセンダングサ群集は河辺の富栄養地，造成地などに生育する1年生草

本植物群落である。植生調査された植分はアキノエノコログサの優占植分で，コセンダングサ，

アメリカセンダングサなどのタウコギクラスの種群によって特徴づけられる。アキノエノコログ
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Relev6　referehce　numberl
　　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ
Relev6’humber：・一

Relev6　date（1986）：

Altitude（m）l

Asepct　and　slope（。）：

Relev6　size（m2）：

Height　Of　vegetatiOn（m）：

Cover　of　vegetation　（96）：

Total　nu皿やer　of　species：

　　Tah　15オギ群落
！レ露5αzη’んz6∫5αα7んα1用貿01W5　cornmunity

　　　　　　　通　し番号「

　　　　　　　調　査番号
　　　　　　　調査年月日

海　　抜

傾

調

植　　生

植　　被

出

高

斜

査面積
高

率

現種数
Di鉦erential　species　of　community：

　腋5cαπ疏％55αccんα？ρ解oγ麗5

SpeciesofArtemisietea　princips：
　のηo舘8ノノηノエαρθπ御乃ζyZ伽刀’

　R祝z＞ゼαα々αノz6

　Gら7ごf7z65のα，

　Cω＝yぬZ∫∫ゼπof3α

SpeciesofMiscanthetea　sinensis：

群落区分種

　オギ

ヨモギクラスの種

　アマチャヅル

　アカネ

　ツルマメ

　ムラサキケマン

ススキクラスの種

　ナンバンギセル

　ワレモコウ

　ノコンギク

　ナワシロイチゴ

　ツリガネニンジン

随伴種

　ヤブマメ

　アズマネザサ

1　　2
31　　38

1／　　11

3　　3
38　　20

0　　0

9　　6

3　　2
90　　90

8　　15

丑卿競∫α∫π融αvar．9ノ翅。跳

　5απgz4∫∫07ゐα（が訪zαZf∫

　五目7一α9召剛0ご465var．　o澱妬

　Rπ伽5ρα1塑蜘z忽∫

A漉ノ砂1～・π乙オ1ψ1り，Z♂αvar4ψ0ノ～∫6α

Companio玖s　5　；

　んノψ1Lfαηψα6αかゴ∫ρ8ノ禰〃zα

　π8∫0ゐ♂α∫如∫6房η0

5・5　5・5

1・2　　十

十　　　・

十　　　。

・　　十

．

●

●

●

●

1・2

十

十

十

十

1・2　十・2

十　　十・2

出現1回の種Additional　species　occuring　once　ln　relev6　ref．　no．1：Z万05co躍α∫砂。漉6αヤマノイモ

　1・2，アb4ygoππ〃z　Zo／zg∫58≠14η3イヌタデ十・2，　in　2：跳ノ：y〃zα＠’05如6乃ッαvaLα∫忽彦foα！・エドクソウ

　1・1，乙。痂68順メ砂。πf‘αスイカズラ十，π8c彦7ππ躍τ45力曜θ£螂ヤマハッカ十，　Agプ∫〃zoπfα卿02z∫cα

　キンミズヒキ十，＆沼α5魏8η5∫5ツルボ十，茄〃ノ降納556研6劾z5カナムグラ！・2，　Egz‘∫58如πα籾8η∫6

　スギナ十・2．

サに混ってメヒシバ，シロザが高被度でみられる他，エノキグサ，イヌタデ，アマチャヅル，ツ

ルマメなど計21種が生育している。

　アキノエノコログサーコセンダングサ群集はかつての土捨場，あるいは土盛りされたと思われ

る斜面の下部に生育している。より乾燥した斜面上部や凸状部にはアズマネザサーススキ群集が

生育している。
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　　　　　　　　　　Tab．16　アキノェノコログサーコセソダソグサ群集

　　　　　　　　　　　　　　Setario－Bidentetum　pilosae
Relev6　reference　number調査番号：39，　Aspect　and　Slope方位および傾斜＝NE　5。，　Altitude海抜

　高：21m，　Relev6　size調査面積：gm2，　Height　and　cover　of　vegetation植生高および植被率：L2m，

80％，Total　number　of　species出現並数：21種・

Character　species　of　ass．：

　　　　　　　　　群集標三種

　B∫48η5ρ∫Zo5α　　　コセンダングサ

SpeciesQfBidentetea：

Bf4θ1～5プ〉一〇π40∫α

タウコギクラスの種

1・2

アメリカセンダングサ1・2
魚加α41η房5認窪目ノ〃ヌカキビ

　・覚めプ05∫αオノ曾功4α

Other　species＝

5θ如プfαプ訪87ゼ

　オオブタクサ

その他の種

　アキノエノコログサ
1）∫9髭αガααゐC8π48η3メヒシバ

αZθπρρ0読物πα♂う耀ノ占シロザ

A6αらψ乃ααμ∫ケαZ奮　エノキグサ

（ろψ8耀∫力伽　　　　コゴメガヤツリ

十

十

5・5

3・3

2・2

1・2

十・2

Po4y90ηz〃πZo／zgf∫8々〃π

　　　　　　　　　イヌタデ
Gy710∫’θ〃～ノ刀αρ8刀’＠111ゾZ！〃π

　　　　　　　　　アマチャヅル
Gζyc∫刀β∫（ヴα　　　　　ツノレマメ

Eg認58彦μノμα測8π∫β　スギナ

501∫磁goπ痂55加μ

Aプ勘π∫∫∫αρ万ηαψ∫　ヨモギ

Cα砂∫陀8幽忽1躍4θπzcθαコヒルガオ

CO〃Z〃招♂∫刀αCOノ〃ノ～πη∫5

　　　　　　　　　ツユクサ
L8θ1纏α∫のα刀派α　サヤヌカグサ

Eがgθプ0ηα2切Z耀∫　ヒメジョオン

Mo伽goρ8肛妙妙〃αザクロソウ

▽疵α1訪秘如　　　スズメノエンドウ

十・2

　　　　　　　　　十・2

　　　　　　　　　十・2

　　　　　　　　　十・2

セイタカアワダチソウ　十

　　　　　　　　　　十

　　　　　　　　　　÷

十

十

十

十

÷

Relev6　date調査年月日：3．　Nov．1986．

5．水田放棄地雑草群落：ヨシクラス，タウコギクラス他

　　Weed　comm面t圭es　of　abapdoned　rlce　paddies：Phragmite亡ea，

　　Bidentetea，etc．

　17）　ヨシ群落

　　　Pんプα9痂’θ5α㍑5’プ読∫community（Tab．／7）

　谷戸は一部が水田として利用されているが，現在では大部分が放棄されている。放棄後はヨシ，

オギ，ミゾソバなどが侵入し，繁茂している。これらの種のうちヨシの優占植分が面積的に最：も

広く，ヨシを区分種としてヨシ群落にまとめられる。

　ヨシ群落はヨシの出穂期で高さ2．5mに達する多年生草本植物群落で，しぼしば2層群落を形

成する。草本第1層にはヨシが優占している。草本第2層には，セリ，チゴザサ，スギナ，ミゾ

ソバなどが擾占し，クサヨシ，サヤヌカグサ，アキノウナギツカミなどがみられる。

　ヨシ群落は水深0～5cm位の地下水位の高い湿地に生育しており，より地下水位が低い立地

ではオギ群落が生育している。また水深が深くなるにつれて徐々に構成種が少なくなり，ヨシ1

種のみの単純群落となる。ヨシ群落は遷移の途中相の植分で，オニスゲーハンノキ・群集の潜在自

然植生域を指標している。



49

Relev6　reference　number：

Relev6　number：

Relev6　date：

Altltude（m）：

Aspect（。）：

Relev6　s玉ze（m2）＝

Height　of　herb　layer　1　（m）

Cover　of　herb　layer　1　（％）

Height　of　herb　layer　2（m）

Cover　of　herb　layer　2　（％）

Total　number　of　species：

　Tab．17ヨシ群落
搬ノη9ηz漉5α麗5かαZゴ5community

　　　　　　　　通　　し　番　　号

　　　　　　　　調　　査　　番　　号

調　査　年　月　日

海　　　抜　　　高

傾　　　　　　　斜

調　査　面　積
草本第1層の高さ
草本第1溜の植被率

草本第2層の高さ
草本第2層の点点息

出　　現　　種　　数

Di鉦erentlal　species　of　commu蔦ity：

　飢ハ㎎〃3露θ5αμ3々η痘∫

SpeciesofPhragmitetea＝

群落区分種

　ヨシ

ヨシクラスの種

　サヤヌカグサ

　セリ

　クサヨシ

　チゴザサ

その他の種

　ミゾソバ

　スギナ

　ツユクサ

H！

　ム8θノ擁α5姥yαηz4々α

　08ηαη疏θノα刀αηたα

　％α♂α7・ゴ∫αr郡ノπゐπαc6α

　∫5α0んη8gJoわ0∫α

Other　species：

P∂砂90ππノπ孟ん麗π∂θノgff

E9ぬ5θ彦πノπα7’辺θη5〔ノ

Coノ〃π8伽α60η〃7zπη∫5

H2
H2
H2
H2

H2
H2
H2

　1

FM
49

’83

　5

20

20

0

20

1．7

60

0．7

40

11

2

37

，86

11

3

20

0

16

2。5

80

0．6

40

15

4・4　　5・5

十。2

3・2

2・2

　●

十

十

十

3・3

2・3　　1・2

4・4　十。2

十　　　十

出現1回の種Additional　species　occuring　once　in　relev6　ref．　no．1：1院y∫加㍑ηzαηc砂5ミソハギH2－

　1・2，泌67ro5㌍g如那悦ηz∫π8μ規var4）oら95♂α6互y㍑η3アシボソH2一十。2，　Aπ～ηαガα38吻”ヴb♂fαノミノ

　ツヅリH2～十，5αZf∬sp．ヤナギ属の一種Hl一十，　in　2：R）砂go2z躍π5f8うoZ読fアキノウナギツカミ

　H2一十・2，　Hb厩畝yπぬcoπ孟α如ドクダミH2一十・2，1）鷹ん85π飢誼2＝y5αη疏αヘビイチゴH2一十・2，

　魚ε481』∫α5‘αη48η5var，ηzα∫1窃ヘクソカズラH2一十，・酵♂8α2π伽go♂∫cαアオミズH2一十，魚ηz認π5

　5cαηぬπ5カナムグラH2一十，　G4y6加θ5（脚ツルマメH2一十，　C硬yぬ傭∫ηo∫5αムラサキケマンH2一十，

Documentation既発表資料名：ref．　no．2：Miyawaki，　Fuliwara＆Murakami宮脇，藤原，村上1984

　（Tab．　30－5）．
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鱗 離離醗

Fig．21．水田放棄地をおおっているヨシ群落。

　　　勘，πτ9〃廓85αz6∫オザα♂f∫commmunity．

轟

Fig．22．水田放棄地に広がるヨシ群落およびガマ群落。
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　18）　ミゾソバ群集

　　　　Polygonetum　th慧nbergiiLohmeyeretMiyawak宝1962（Tab．18）

　ミゾソバ群集はミゾソバを標徴種とする1年生草本植物群落で，水路，側溝，河辺など湿性な

富栄養地に生育する。今回植生調査された懇懇は，谷戸の水田放棄地に生育しており，ミゾソバ

　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．18　ミゾソバ群集

　　　　　　　　　　　　　　　Polygonetum　thunbergii
Relev6　reference　nuInber調査番号：7，　Aspect　and　slope方位・傾斜＝L，　Altitude海抜高：25m，

Relev6　size調査欝積：gm2，　Height　and　cover　of　vegetation植生高および植被率：0．　gm，100箔，

Total　number　of　species出現種数：7種，

D遜erential　species　of　community：

　　　　　　　　　　群落区分種

　Pb砂go蹴〃π読簸ろ8な∫fミゾソバ

SpeciesofPhragmitetea：

／5αo伽θ9τoう03α

乃少1Lαzα’肋z如

ヨシクラスの種

　チゴザサ

　ガマ

5・5

1。1

1・1

　08ηαη疏θノ⑳απ∫oα

Companions：

ムθθ2寵α5砂αη派α

B∫盈η5プ〉ηη40∫α

猛5η3z4♂麗55cαπ48η5

　セリ

随伴種

　サヤヌカグサ

　アメリカ

　　　センダングサ

　カナムグラ

十・2

2・2

十

十

Relev6　date調査年月日：12：0ct．1986．

院

議

箋

纏・

縫
離
縷

難 灘 読蕊赫

乃少乃ααη9π5励Z加Lc・m組unity　with飾η9・癬θ5α嬉プ撚，　ln　aband・ned　rice　paddies・
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が密生している。これまで各地で報告されているミゾソバ群集は，ミゾソバをはじめ，オオイヌ

タデ，ケイヌビエ，アメリカセンダングサなど1年生のタウコギクラスの標徴種群の被度，常在

度が高い。しかし，本丸のミゾソバ群集ではアメリカセンダングサが低被度でみられる他はタウ

コギクラスの種が少なく，チゴザサ，ガマ，サヤヌカグサなどの被呼が高い。これらの種組成か

ら判断して，本地域のミゾソバ群集は貧栄養地に生育している二分といえる。

6．　水田雑草群落：

　　Rice－paddy　weed　communi之y

　｛9）　ヒデリコ群落

　　　琵呪潮煙yZぎ5解漉α68αcommuaity（Tab．19）

　現在も使用されている水田はウリカワーコナギ群集にまとめられる水田雑草群落が生育してい

る（宮脇・藤原・村上　1984）。これに対し，イネが植えられずに残された水田の端には，ヒデ

リコ，チョウジタデ，マツバイ，スカシタゴボウなどが生育する植分がみられる。この植分はヒ

デリコを区分種としてヒデリコ群落にまとめられた。

　ヒデリコ群落は高さ20cm，鱗被率60％でヒデリコが優馴している。上記の種の他，ヒメクグ，

タネツケバナ，タマガヤツリ，アゼナ，タカサブロウ，セリなど湿性の低下草本が多くみられる。

ヒデリコ群落は湛水期の水田にはみられず，秋期の水落しされた水田の泥上土に生育している。

ヒデリコ群落と同じような生活様式をもつ植生にアゼナ群団がある。アゼナ群団は秋の渇水期に

　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．19　ヒデリコ群落

　　　　　　　　　　　　　　Fご〃め1’癖：y薦〃z∫Zゼα6θαcommunity

Relev6　reference　number調査番号：1，Aspect　and　Slope，方位・傾斜：0。，　Altitude海抜高：25m，

Relev6　size調査面積：2m2，　Height　and　cover　of　vegetation植生高および植被率：0．2m，60％，

Total　number　of　species出現種数：18種．

Dif［erential　species　of　community：

　　　　　　　　　　群落区分種
　飛〃め万∫妙Zおノ加／毎‘βα　ヒデリコ　　　　3・3

SpeciesofLin（玉erion　procunbentis：

　　　　　　　　　　アゼナ群鴎の種

　Lz‘4τ西9忽〔勿Jo腕寵4θ5チョウジタデ

　β房061μZ万5ツ0‘05‘8／35∫5　マツノミイ

　疏ア認818πfαρプ。α‘〃’ゐεπ∫アゼナ

　㊥ρ8耀∫9面605μ∫　　アゼガヤツリ

　Aπβ漉ノπα如∫∫盈　　　　イボクサ

0亡her　specles：　　　その他の種

　08ηα疵1zりζτび侃fごα　　セリ

　Ro万引）αf∫Zαη♂此α　　スカシタゴボゥ

玉。2

1・1

十

十

十

1・2

1・2

衝z伽gα9πz‘雌〃3α

Cα2ゼαノノz加8ガθ」じzω5α

⑳θ耀54励プ加∫
Eo妙’αρプ05’πz診α

qy勿rμ5　sp。

ヒメクグ

タネツケバナ

タマガヤツリ

タカサブロウ

カヤツリグサ属

　　　　の一種
E漉加0漉10π‘耀3雪π1距イヌビエ

漁馴5伽ηしぬ∫

B∫66π∫ノ〉η7πZo5α

Eg‘‘融’〃ノ」αプ喫ノ～56

Moη0ご110万ατ1αgf澱Zf∫

　　var．μαη’α9∫πθα

トキワハゼ

アメリカ

　　センダングサ

スギナ

コナギ

1。1

十。2

十・2

十・2

1・2

十

十

十

十

÷

Relev6　date調査年月巳：12．　Oct．1986．
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　　　Fig．23．　水田放棄地の冬季景観。

Aspect　of　the　abandoned　paddies　after　cutting　the

埋門g〃彦漉∫αz‘5傭Zf3（same　piace　as　photo　22），

露臨した，ため池や湖の底や岸辺に発達する1年生草本植物群落である。ヒデリコ群落は出現種

数が多く，ヨシ群園，タウコギクラスの種群もみられるが，他の種組成，生態からアゼナ群団に

まとめられる。

7．　踏跡群落他

　　CommuRi£ies　resu玉ting　for凱£ra搬pling，　etc．

　20）　ナガバギシギシーギシギシ群集

　　　Rumicetum　crispi－japonicae　MiyawakietOkuda1972（Tab．20）

　河辺の富栄養な流水辺，排水溝などには，ギシギシ，ナガバギシギシ，エゾノギシギシなど

R襯θ∬ギシギシ属が特徴的であるナガバギシギシーギシギシ群集が生育する。ナガバギシギシ

ーギシギシ群集は上述の3種の他アレチギシギシを含む計4種を標徴種・区分種とする（Miya・

waki　et　Ol（uda　1972，奥田1978）。河辺以外にも放牧地，人工草地などで，家畜の廉尿投棄に

より過窒素化した立地にも旺盛な生育をみせる（Miyawaki　et　Okuda　1972，奥田1978）。

　今回植生調査された植分は尿尿投棄地の植分で，エゾノギシギシが優馨している。他にギシギ

シ，メヒシバ，ウシハコベ，イヌビユなど10種がみられた。ナガバギシギシは生育していないが，

種組成的には多摩川などで報告されたナガバギシギシーギシギシ群集に一致している。調査地域

内での生育は1か所のみであった。
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　　　　　　　　　　　　　Tab・20　ナガバギシギン一国シギシ群集

　　　　　　　　　　　　　　Rumicetum　crispi－japonicae
Relev6　reference　number調査番号：45，　Altitude海抜高：37m，　Slope傾斜：0。，　Relev6　size調査

面積＝6m2，　Height　aHd　cover　of　vegetation植生高および植被率：0．5m，90％，　Total　number　of

　species　出現種数　：　10考重．

Character　species　of　ass，：

　Rπη3θエ。玩π5がb♂癬5

　Rπ彫θ∬ゴ妙。πfcπ∫

Companions：

∠万9露α万αα4566π盈η5

5’θ伽2ゼαα9κ漉。α

群集標徴種

　エゾノギシギシ

　ギシギシ

随伴種

　メヒシノミ

　ウシハコベ

4・4

2・2

3・3

1・2

Aη薦π切彦1痂∫あ窃4％5　イヌビユ

％砂9’oηπアπ♂oη8露8伽ノπイヌタデ

Eガg8roηαηπ郡％5　　ヒメジョオン

C11θπ（ψo読膨πσ乃〃π　シロザ

50η漉π50Z6πZ6θπ∫　　ノゲシ

Lα2漉π那αηψZθ漉α乙π距ホトケノザ

1。2

十・2

十

十

十

Relev6　date調査年月日：3．　Nov．1968．

2D　醒際クサーオオバコ群集およびカワラスゲーオオバコ群集

　　Eragrostio　ferr鷲gi無eae－Plantaginetum　asiaticae（Miyawaki

　　1964）Tx．1977andCarici　incisae－Plantaginetum　asiaticae

　　（Miyawaki　1964）Tx．1977（Tab．21）

未舗装の農道や車道は，人や車による踏圧のため土壌が固結し，水はけの悪い状態になること

灘麟簸魏

詮獺認葬穰 難翻

賦

　　聯嫁欝緊

鞭鑑誕織、

謹懸 織獄

欝墾鞭
蕊聯

鵡

笹野
濠

　　　Fig．24．踏跡に発達するカワラスゲーオオバコ群集。

Carici　incisae－Plantaginetum　asiaticae　in　a　footpath．
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が多い。このような立地には，オオバコ，カゼクサ，カワラスゲ，ミチヤナギなどにより特徴づ

けられる踏跡群落：ミチヤナギ群団が生育している。今回ミチヤナギ群団の植生は2群集が認め

られた。

　カゼクサー蒸熱バコ群集は，カゼクサ，チカラシバを標徴種・区分種としてまとめられる。カ

ゼクサが高被度で優占し，高さ30cm，出穂期で60cm余りの植分を形成している。この他には

オオバコがカゼクサに準ずる被度で混生しており，オヒシバ，メヒシバ，アキメヒシバ，カタバ

ミなどもみられる。

　カワラスゲーオオバコ群集は鞍懸種のカワラスゲによってまとめられる。相観的にはオオバコ

とカワラスゲが混生しており，群落高はカゼクサーオオバコ群集よりも低く，20cm程度である。

構成種には，シロツメクサ，スズメノカタビラ，カタバミなどの他，カゼクサが混生することも

ある。カワラスゲーオオバコ群集はカゼクサーオオバコ群集とほぼ同じ様な立地に生育している

が，カワラスゲーオオバコ群集の方がより水はけの悪い湿性な立地にみられる。

　これらの踏跡に生育するミチヤナギ群団の植生は，踏圧の影響がなくなると他の群落と交代す

るが，踏圧が強すぎても生育できず裸地化する。したがって，適度の踏圧を受ける車輪の問に顕

著であり，車輪に沿って細長く帯状の植分を形成している。

　やや踏圧のゆるやかな道路わきにはチカラシバが特異な群落を形成する（Fig，25）。

凝
癒ン藁
　　　露 r灘鰹

・観

　〆

籔灘
r藩撃騨争

難姦

1黙糠

　　　Fig．25．道路沿いに発達するチカラシバ。
施ノzπゴ∫βオz己〃zζz♂（φ8‘z6プ。此～85　Spreng．　along　the　edge　of　a　footpath，
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　22）　オヒシバーアキメヒシバ群集

　　　Eleusino　indicae－Digitarietum　violascentis　Okuda1978（T＆1）．21）

　オヒシバーアキメヒシバ群集は路傍，空地などの踏跡に生育する1年生草本植物群落である。

踏みつけにより放射状ロゼットとなったオヒシバ，アキメヒシバ，ニワホコリなどのイネ科の1

　　　　　　　　　　　　　　　Tab．21踏跡群落
　　　　　　　　　　　　　　　　Trampling　communities

1：Eleusino　indicae・Digitarietum　violascensオヒシバーアキメヒシバ群集

2：Eragrostloferrugineae－Plantaginetum　asiaticae　カ・ビクサーオオバコ群集

3：Carici　incisae－Plantaginetum　asiaticae　カワラスゲーオオバコ群集

Number　of　comlnumity：

Relev6　reference　number：

Relev6　number：

Relev6　date（1986）：

Altitude（m）l

Relev6　size（m2）：

Height　of　vegetation（cm）：

Cover　of　vegetation（％）：

Total　number　of　species：

群落区分
通し番号
調査番号
調査．年月日

海　抜　高

調査面積
植　生　高
植　被　率

出現忌数
Differen之至al　species　of　ass．1：

　E㎎”厩∫η3π魏6απ距3

Character　and　difεerential　species　of　ass．2：

　彫昭御尋5ノ乙rr囎∫ηθα

　麗η厩∫6砒〃多α♂（ψθ伽プ。ゴ465

Character　species　of　ass．3：

　αγθ認∫η｛ゴ5α

Species　of　higher　unit：

　παπ㎎oα5fα彦ゴ‘α

　EZ6z45カ～θ∫π読。α

1万g露αブ如甑oZα∬θη∫

　R雄παo∂砲∫〃bZ伽ε

　勘ααππ％πα

Compan玉ons：

野〃b♂加ηz勿θπ∫

動ら2goπ邸ηz　Zoπ9∫∫θ如η3

0∬α廊5coηzゴ。πZα’α

5孟θ♂♂αプfαη38漉α

α9加プ∫αα4568η46π∫

群集区分種

　ニワホコリ

群集標三種・区分種

　カゼクサ

　チカラシバ

群集標三種

　カワラスゲ

上級単位の種

　オオバコ

　オヒシバ

　アキメヒシバ

　エゾノギシギシ

　スズメノカタビラ

随伴種

　シロツメクサ

　イヌタデ

　片明ノミミ

　：コハコベ

　メヒシノミ

111 2 131

1　　2　　3　　4
14　　25　　1　　36

10　　10　　10　　11

12　　13　　3　　31
20　　　　35　　　　37　　　　30

9　　6　　9　　1
20　　　　60　　　　30　　　　20

30　　　80　　　　80　　　70

5　　6　　17　　11

i1・21　・ ●

●

●

5・4　4・4

十　　1・1

1・1

・

■ ■

十　　3・3

2・2　十・2

十　　　・

。　　十

〇　　　　　　　　　　〇

2・2

●　　　　　　　　　●

●

●

●

●

1・2

・　i3・31

4・4

1・2

1。2

・

o

3・3

●

●

●

十

十　　十・2

1・2　1・2

十・2　十・2

十　　十・2

1・2　　・

出現1回の種Additional　species　occuring　once　in　Relev6　ref．　no．3：56如露α漁う6プfアキノエノコロ

　グサ十，E妙加痂α5ψ加αコニシキソウ十，　A改y㎎雇舵5．危πガ6∫ヒナタイノコズチ十，乃噌8π｝π

　α2zπππ5ヒメジョオン十・2，　V♂o厩。αρθ競ごαオオイヌノフグリ1・2，　Ec痂ηo漉Zoα674π5－8π♂♂∫イヌビ

　エ十，乃μo吻祝．吻。航脇ニガクサ十，α加砂。漉πηz配諭翻漉躍7zイヌトウバナ十・2，　in　4：

　D脚ん85η8α読η5αη疏αヘビイチゴ2・2，Roプψρα加漉6αイヌガラシ十，（｝艶オ。彦αβη∫αゴψoπfcαミツ

　バ十．
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年生草本植物によって特徴づけられる。

　オヒシバーアキメヒシバ群集は一般にミチヤナギ群団よりも踏圧が強くとも持続する立地に成

立する。調査地域内では野球などに利用されているグラウンドから植生調査資料が得られている。

8．　耕作畑地雑草群落他：シロザクラス

　　Weed　communitles　of　cul亡ivated丘elds，　etc．：CheRopodietea

　23）　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　Pinelho　ternatae－Euphorbietum　pseudochamaesycisMiyawa1｛i

　　　1969（Tab．22）

　カラスビシャクーニシキソウ群集は耕作が行なわれている畑地に生育する雑草群落である。畑

地は耕起，施肥，除草などが定期的に行なわれ，植物にとっては特殊な生育環境となっている。

そのため，コニシキソウ，スベリヒユ，ザクロソウなど畑地の環境に適した，種子の脱粒が早く

て生育期間が短く，富栄養地生の1年生草本植物が生育している。カラスビシャクーニシキソウ

群集は上記の種群の他，カラスビシャク，ニシキソウなどを標津種・区分種として特徴づけられ

る。シロザ，ホトケノザ，ナズナ，エノキグサなどのシロザクラスの種群の個体数が多く，オヒ

シバ，メヒシバ，ノゲシ，アキメヒシバなどの1年生植物も高い常在度で出現している。植生調

査されたのは，ニンジン，ハクサイ，キャベツ，ダイコン，ホウレンソウ，エンバクなどの作物

が栽培されている畑である。

　カラスビシャクーニシキソウ群集は春～夏の耕作期間中に植分の形成をはじめ，晩秋には退行

期に入る。冬期の体早期にはホトケノザ，ヒメオドリコソウ，コハコベなどが生育しはじめ，ホ

トケノザーコハコベ群集に移り替る。

　24）ホトケノザーコハコベ群集

　　　Lamioa　mpiexicaul圭s－Stellarietum　mediaeNakamuraetMiyawak圭

　　　1988　（Tab。22）

　耕起，施肥，除草などの集約的管理が停止された晩秋～二二の畑では，ホトケノゴ，コハコベ，

ヒメオドリコソウなどの越年生草本の群落がみられ，藤沢市ではホトケノザーコハコベ群落にま

とめられている。ホトケノザーコハコベ群落は休耕地雑草群落であるが，畑以外にも住宅地の路

傍，水田のへりなどの富栄養地にも生育する（宮脇・藤原・村上　1984）。

　植生調査されたホトケノザーコハコベ群集は，調査時期が10月，U月と秋であるため，種組成

的に十分に発達していない植分である。しかし，コニシキソウ，スベリヒユ，ザクロソウ，カラ

スビシャクなどカラスビシャクーニシキソウ群集に特徴的な種群を欠いており，これから群落と

しての発達をはじめる先駆相としてホトケノザーコハコベ群集にまとめられる。したがって，カ

ラスビシャクーニシキソウ群集と種組成的に近似している。今回得られたホトケノザーコハコベ
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　　　　　　　　　　　　　Tab．22　耕作地雑草群落

　　　　　　　　　　　Weed　communities　of　cultivated丘elds

1：Pinellio　ternatae－Euphorbietum　pseudochamaesycis
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラスビシャクーニシキソウ群集

2：Lamio　amplexicaulis－Stellarietum　mediiホトケノザーコハコベ群集

Number　of　community：

Relev6　reference　number＝

Relev6　number：

Relev6　date（1986）＝

Altitude（m）：

Relev6　size（m2）＝

Height　of　vegetation（cm）：

Cover　of　vegetation　（％）：

To七ahumber　of　species：

群落区分
通し番号
調査番号
調査年月日

海　抜　　高

調査面積
植　生　高
植　被　率

出現種数
Character　and　dif｛erential　species　of　ass・＝

　Ez4）ん0プろピα5Z4）∫πα

　R）7・彦πZαCαoZθ2rα6θα

　Gη‘ψゐα伽ノπ4がηε

　躍b〃πgoρθπ岬厘ソ〃α

　Cンカβプ鰐αノππガ伽5

SpeciesofChenopodietea；
　5’θz♂α7ゼαηz〔ヲ6配α

　Lαη3認ノπαηψzθ翅6ακzθ

　Cんθη（ψ04謡〃3α♂∂μ〃Z

　／12πα7u苑’んμ∫τガガζ海5

　V21ro海αzρθ7r∫f6α

　C4ρ7で♂Zαろんノ’5α一ρα5オ07層’5

　君。α砂ρみαα郡∫彦2掘∫∫

　Cンρθプμ5ゴプfα

　丁短90π0彦f5」ウ84ππ傭ZζZ万5

　1ゼπ8♂あα診8ブηα診α

　Eゆん07窃αρ∫θκ400んαηzα8∫ツ‘8

　施孟0κατだZO5α

　Cん8π9か。読z〃πc8πケ01－πろrκノπ

Companions：

　捌θ麗5カz6．カz4f（＝α

　D忽καプfαα45cεノz4β1z∫

　50πご1Lπ50♂8プαご8κ5

　C》ρ8／8κ5〃漉280∫1ゼα

　ハ4認π∫ρz〃ノzππ∫

　Eg配ピ∫8オμ〃zα7闇耀η5θ

　Dガgf彦αプ∫α魎oZα∫C6η5

　ぬπα躍gfπ5θηg

　Oこむα距560rηゴα4α渉α

　Er∫9εプ。η6απα蜘η5ゴ5

群集標徴種・区分種

　コニシキソウ

　スベリヒユ

　ハハコグサ

　ザクロソウ

　チャガヤツリ

シロザクラスの種

　コノ、コヘ

　ホトケノザ

　シロザ

　アオビユ

　オオイヌノフグリ

　ナズナ

　エノキグサ

　コゴメガヤツリ

　タビラコ

　カラスビシャク

　ニシキソウ

　クワクサ

　アカザ

随伴種

　オヒシバ

　メヒシノミ

　ノゲシ

　カヤツリグサ

　トキワハゼ

　スギナ

　アキメヒシバ

　ニンジン

　カタバミ

　ヒメムカシヨモギ

1 1 2 i

1　　2　　3

12　26　33

10　10　11

12　31　3
39　33　34

30　25　50

50　50　50
80　50　56

24　16　30

4　　5　　6

34　2　32
11　10　11
3　　12　　3

34　37　38
25　100　25
90　　3／10　　80

85　　0，3／60　90

26　37　15
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　動・虐即0παηπμπ5　　　　　　　　　ヒメジョオン　　　i　。　・

　Roプψ汐α加読。α　　　　　　　　　　　イヌガラシ　　　　　　　・　・

　∫b砂goηπノπZoη9∫∫のπノπ　　　　　　　イヌタデ　　　　　　十・2　・

　5’〃αプぬα9μα批α　　　　　　　　　ウシハコベ　　　　　　・　・

G。伽、禦磁磁　　　　　，、キダメギク　｛．＋．2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　Z6α2π破y∫　　　　　　　　　　　　　トウモロコシ　　　　1　・　　・

　σπ妙肋伽ηzノ砂。漉α‘ノπ　　　　　　　チチコグサ　　　　　　　’　●

　Cθπ醜fκηL9γoηzεγα施ηL　　　　　　　オランダミミナグサ　　　・　・

出現1回の種Additional　species　occuring　once　in　Relev6　ref．　no．

　十，　ノ玉η薦2ηπ‘んπ3♂加∫4Z55イヌビユ　十，　乃一施Z’

coアリπαア’如πシュンギク3・4，＆妙彪ρro∫彦πz∫αタカサブロウ十，

　Gπ砂加Z伽ノπ汐躍ψπ園圃η3チチコグサモドキ十・2，

　Bπτ∬∫6α名妙αva「・αηψZ8諺‘απZ∫∫ハクサイ3・3，

　oZθππ8αホウレンソウ1・2，　Rπ2π薦α08加∫αスイバ十，

　Coηzノπ8伽αco〃zη1観∫5ツメクサ十，ノ4g即読5αあαコヌカグサ十，

　十，in　4：乃ノu劣α6z6ノπo撰6∫ηα」8・セイヨウタンポポ十，

　詑η8」伽ノπハナイバナ十，in　6：3砿α万α4α蜘αキンエノコμ

in　7：E1ゼ987ηηρ屈α漉砂ん磁5ハルジオン1・1，

　ノπθ㎎彦κ1πオランダミミナグサ十・2，勘8ゐガα5侃π漉η∫vaL〃zαカβα

　αアπ6η6απαヨウシュヤマゴボウ十，

　十，Eガ98プ。π謝η磁ノ‘6／z5露オオアレチノギク十，

　π磁ヒカゲイノコズチ十，Co〃3ηz漉ηαωηzノπ～4π∫5ツユクサ十，

　ノゲシ十，聴ア［o∫孟∫∫6Zαηα’αvar．ππ々α∂o　ヌカボ　十，んη∫‘z〃π

ω漉5魏θη廊var．ノ砂・η’εαエノキ＋，

　ンモクセイ　S－1・2．

o

十

●

●

●

o

●

十

十　　・　十・2

十　　2・3・

・　2。2　1・2

十　　1。2　1・2

十　　　・　　・

●

÷

●

o

・

十・2

　十

・

o

●

十

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1：君π喀プ03’f5規π屠6απZf5ニワホコリ

　　　　　　　　z麗ηz勿8π∫シロツメクサ1・2，in　2：C砺y5αη疏6η耀規

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　3：ん傅’8〃廓如ρ万πc6や5ヨモギ十，

　　　　　　　　　　R砂乃αππ55碗加％∫var．ん01擢‘θπ5∫5ダイコン1・2，

　　　　　　　　Bπz∬加・Z6πz‘8αvar．　o‘ψ’観αキャベツ1・1，勘〃～磁α

　　　　　　　　　　　　　翫8ZZαガααZ∫加8　var．　z6π4μZα如ノミノフスマ十，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50Zαη％胆砲ゐ8ノ層05％ηzノミレイショ

　　　　　　　　　　　　　A刀6πα5αあηαエンバク5・5，Bo疏万。宴》θプ〃耀規

　　　　　　　　　　　　　　　　　十・2，Agπψップ。π舷脳扉カモジグサ十，

　　　　　　　　ππσ‘如πノψo踊躍ノπニガクサ十・2，C砂θ5磁ηzg♂o一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ヘクソカズラ　十，飢ッ孟oZ｛π6α

Gyη05彦8〃〃ノ薦力8漉曜）1喫ゾ勧πアマチャヅル十，・Rπ醒αα々αη8アカネ

　　　　　　　　　M認砂議論5ノゆ。厩。αガガイモ十，A‘疫yγαπ読θ5ノ吻0－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LαC砲Cα加漉6αvar．　Zα0加毎臨アキノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上甑0勘π耀ωWηオオクサキビ十，

　　　　πθ灘6プ8πα’αイヌツゲS－3・3，05〃3απ疏π∫αz4πz漉fα6κ5キ

　　　Fig．26．春季耕作畑地雑草のホトケノザーコハコベ群集。

Lamio亙a恥：pllexicaulis－Stellarietum翼mediaeinFebruary
（spring　wee（ls　in　cuユtivated　fields）．
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群集には，ホトケノザあるいはシロザが優占し，ホナガイヌどユ，ナズナ，エノキグサ，メヒシ

バ，カヤツリグサ，ウシハコベなど1年生草本の常在度が高い。

　ホトケノザーコハコベ群集はカラスビシャク一撃シキソウ群集と同じく，人為的影響の強い立

地に生育している代表的な人為植生の一つである。したがって，人為的影響から解放され二次遷

移が進行し，速やかにヒメジョオンーオオアレチノギク群落などに置き替わる。

　ホトケノザーコハコベ群集はカラスビシャクーこシキソウ群集と共に，カヤッリグサーザクロ

ソウ群団，ツユクサオーダー，シロザクラスにまとめられる。

　25）　イヌビエーメヒシバ群落

　　　Eo痂ノzoc配。α6r麗5．gαZZ乞．D∫g露α万αα4506／z46／z∫community（Tab．23）

　調査地域内には飼料用牧草の播種，栽培地が広くみられる。これらの牧草地はイヌビエーメヒ

シバ群落にまとめられた。イヌビエーメヒシバ群落はイヌビエを区分種とするが，相観的にはメ

　　　　Tab．23　イヌビエ一調ヒシバ群落

Ec伽06〃・α‘プμ5－9詔レD老9如磁α45c8η4θ那。・mmun三ty

Relev6　reference　number＝

Relev6　number：

Relev6　date（1989）：

Altitude・（m）＝

R♀1ev6　size（m2）l

He三ght　of　vegetat｝on（m）：

Cover　of　vegetatio黛（％）：

Total　nulnber　of　species：

通し番号
調査番号
調査年月日

海　　抜　　高

調査面積
植　生　　高

植　被　率

出現回数

1　　2
22　　40

10　　11

31　　3

33　　37

25　　16

1．2　　1

90　　90

14　　13

DifEerential　species　of　comrnunity：

　Ec1吻061z♂oαoブμ∫一9α♂あ

SpeciesofChenopodietea：
　qyρ8川5　f万α

　A〃3α7ππ疏Z6∫♂加∫4μ5

　A6αら｛Plzαα螂か冨乞∫

　y82‘o／zゴαz1り82額ごα

　Gη砂1Lα廃卿3ρκゆκブ6κ〃み

Conユpanions：

　z）∫9ご彦αノゼαα45ご6π4θノ～∫

　EZ｛翅∫fπ8∫π読6α

　E／8磐8／roπα2zη～‘z‘5

　Eg‘6∫38如ηzα7η留ノ258

群落区分種

　イヌビエ

シロザクラスの種

　コゴメガヤツリ

　イヌビエ

　エノキグサ

　オオイヌノフグリ

　チチコグサモドキ

随伴種

　メヒシノミ

　オヒシバ

　ヒメジョオン

　スギナ

1

5・5　1・2

十　　1。2

・　　1・2

十　　1・2

・　　十

・　　十

3・3　4・4

1・2　　十

十・2　　十

十　　÷

出現1回の種Additlonal　species　occuring　once　ia　Relev6　ref．　no．！：ノ1〃ψ1z如ア診α6α‘1・’砂げ17／zαヤブ

　マメ1・2，ん一妙痂∫ぬρプ魏αψ5ヨモギ十，ハ4畿π∫ρμノπ∫伽∫トキワハゼ十，Z飢ノ1婬y3トウモロコシ

　十，5砿ρプ毎gZβ鷹ρキンエノコロ十，ゐ4ρ5αησ4ρρgO刀0∫485オニタビラコ十，τをプ0加04α測8η5蕗タ

　チイヌノフグリ十，乙αηz加ηα〃zμε諺6α厩8ホトケノザ十，竜n2：．勘εプα万α励砿αクズ÷，5θ如ガα

プ泌8万アキノエノコログサ2・2，！万g伽万α冨oZα∬θπ5アキメヒシバ2・2．
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Fig．27．　藤i沢キャンパス予定地内にみられるミカン果樹園。

　　α彦耀∫麗η∫ゴz40rchard　in　the　future　Fulisawa　Campus．

ヒシバ，イヌビエが優起する三年生イネ科草地である。播種されたイネ科草本はよく発達し，高

さ1mを越える。群落構成種には上記の種の他，オヒシバ，コゴメガヤツリ，ヒメジョオン，イ

ヌビエ，アキメヒシバなど1年生草本が大部分を占めている。イヌビエやメヒシバは種子の脱粒

が早く，収穫の前までには既に地表に種子が落下している。したがって収穫後，新に種子を播種

しなくても種が更新され，群落が維持される。

　26）　セイバンモロコシ群落

　　　50rg加彫加勿）6η56　community（Tab。24）

　セィバンモロコシは地中海原産のイネ科の多年草で，神奈川県下でもしぼしばみられる。調査

地域ではイヌビエ一溜ヒシバ群落の中に小群落にまとめられた。

　セイバンモロコシ群落はセイバンモロコシが優糊する高さ2m余りの高茎草本群落である。セ

イバンモロコシは叢生し，まとまった植分を形成している。地表面近くには，イヌビエ，メヒシ

バ，アキノエノコログサ，オオイヌノフグリなど1年生が生育し，全体として2層群落を形成し

ている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．24　セイバンモロコシ群落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　50rg伽πんα妙θノz∫βcommunity

Relev6　number調査番号：43，　Altitude海抜高＝34m，　Slope傾斜：0。，　Relev6　size調査面積：10m21

Height　and　cover　of　vegetatio且植生高および植被率＝2．2m，90％，　Total　number　of　species出現

種数：7種．

Difεerential　species　of　community：

　30γ9ん％η3んαZ〔4）θπ5θ

Speciesof　Chenopodietea：
　Aηzαπzπ疏％5た辺∫4π∫

　▽16ブ。刀ゴ6αρθrsfcα

　（：ンρθ耀5ゴガα

Compan三〇ns：

D∫9鉱αプゴαα456θη482～∫

E9麗5θ臨η3α脚θη58

58’α7ゼα」臨み87ゼ

群落区分種

　セイバンモロコシ

シロザクラスの種

　イヌビエ

　オオイヌノフグリ

　コゴメガヤツリ

随伴種

　メヒシバ

　スギナ

　アキノエノコログサ

5・5

1・2

十

十

1・2

十

十

Re】ev6　date　調三査…年月日　：3．　Nov．1986．
ヤ

B・植物相　Flora

PTERmOPHYI蟄A　羊歯植物門

　　　　　EQUISETACEAE
Eg厩∫6敵η3αプτ昭η∫8　L．

E．」ρo伽5か8L

トクサ科

　　　　　　スギナ

　　　　イヌスギナ

　　　BOTRYCHIACEAE　ハナワラビ科
5α4｝’万漉Z”πゴ妙0班6πノπLyon　　オ就眠ナワラビ

Bo孟削61Lf㍑ノπη吻。沈πノπMakinoアカハナワラビ

　　　　　OSMUNI）ACEAE　ゼンマイ科

0∫η3z〃κぬメα1）oπゴ。αThunb．

　　　　　　SCHIZAEAE

LIygo読初η∫砂。痂。㍑η凄Sw．

Tゐ8ら4＞診θア曾おZακαChing

エ魎ガ4哲。π∫Tagawa

ゼンマイ

フサシダ科

　　　　　　　カニクサ

　　　　　　　　　　　“　　　　　　ヤワラシタ

　　　ミドリヒメワラビ

　　　　　ASPIDIACEAE　オシダ科

A疏ζyノ・∫πη3ω2z〃乞Tagawa　　　　ホソバシケシダ

∠L．フ吻。π∫cz〃πCopel　　　　　　　　　シケシダ

A。π∫1）oη∫0躍πHace　　　　　　　イヌワラビ

（汐40∫o撫∫o‘〃ノ3加α≠π∫Nakai　ex　H　Ito　ホシダ

D型oρ∫θrf5腕558‘ゴαπαC．　Chr．　ヤマイタチシダ

D．8型孟1〃噛0502’α0．Kun士ze　　　　　　ベニシダ

Dp　1π68ノ噂β　 0．　Kuntze

D．ηψ♪oη8漉5Koidz．

D．ππ蜘rηz∫∫Makino

Mα漉郡ccfα02ゼθη如た∫Trev．

M．∫か一配1z∫01）∫82・∫∫Todaro

澱θ9（膨81ゴ∫4θcμ2¶5∫η砂伽α’αF6e

Pb砂∫彦foん躍πρ04yゐZ砂13αプπη多Presl．

　クマワラビ

トウゴクシダ

オクマワラビ

イヌガソソク

　クサソテツ

ゲジゲジシダ

　　　イノデ

5’θ9π・9rα脚zαρ・驚・f　K　lwats．　subsp．

　2／30JZゼ∬カノ～αK．　lwats．　　　　　　　ミゾシダ

Tん4y1＞勘一∫5忽）o加‘αClユing　　　ハリガネワラビ

T．伽謬αChing　　　　　　　　　　ヤワラシダ

Tカα伽∫彦ガ∫Schott　　　　　　　　　ヒメシダ

T。’αγθ5勧zαAlston　var．‘αんα孟αK．　Iwats．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメワラビ

　　　　POLYPODIACEAE　ウラボシ科
取ψ∫∫oプz‘∫疏瑚ゐ醐9ゴαη郡Ching　　　ノキシノブ

SPERMA愛OPHYTE　種子植物門

GYMNOSPERMAE　裸子植物亜門

　　　　　G王NKGOACEAE　イチョウ科

α勲go耀。加L．　　　　　　　イチョウ（栽）



　　　　　　TAXODIACEAE　スギ科

Cηメ吻2π828’αブ砂。η∫cαD．Don スギ（栽）

　　　　　CUPRESSACEAE　ヒノキ科
CILαη～α84y，αゾ∫∫oδ頗∫αSieb．　et　Zucc．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒノキ（栽）

　　　CEPHA■OTAXACEAE　イヌガヤ科
C砂1zαZo如劣z6513α2γ♂ア～9如ηfαK．　Koc11　イヌガヤ

　　　　　　　TAXACEAE　イチイ科

乃1γ¢ツα刀πc旋’マτSieb．　et　Zucc． カヤ（栽）

　　　　ANGmSPERMA猛　被子植物亜門

　　　HCOτYLEI）0丼EA冠　双子葉植物綱

　　　　　CHORIPE7ALAE　離弁花亜綱

　　　　　3ETULACEAE　カバノキ科
A〃～π∫ブ砂。ノ～foαSteu（1．　　　　　　　　　　　　ハンノキ

Cαψ珈π5．煙。ηf侃BL　　　　　　　　クマシデ

C．’501Lω20∫醸Maxim．　　　　　　　イヌシデ

　　　　　　　　FAGACEA猛　ブナ科

Cα5∫αノz8α‘ア8ηα’αSieb．　et　Zucc．

Cπ∫オαπ畔）3∫∫cπ麹り∫4α孟αSchottky　var．

　∫∫860Z4露　Nakai

盈∫αノ廊8ぬZ∫5Makino

Qπω℃～‘5αα‘’αThunb，

（）．　αぐz‘々∫3’〃～α　Carrut11．

Q．gJαz‘oαThuHb．

Q．ノ”：yr5∫ノzα〔プ協αBl．

Q．ρん〃lyrα60∫465　A．　Gray

Q．∫θη・α如Thunb．

クリ

　スダジイ（栽）

マテバシイ（栽）

　　　　　アカガシ

　　　　　　クヌギ

　　　　　アラカシ

　　　　　シラカシ

ウバメガシ（栽）

　　　　　　コナラ

　　　　　　　ULMACRAE　ニレ科

助1診απαπ訪θα砂8ノ・αPlanch．　　　　ムクノキ

C8Z’∫∫5∫πθノz5f∫Pers．　var．メ砂。η～‘αNakaiエノキ

α〃捌51）αrηヴわ〃彪Jacq．　　　　アキニレ（栽）

ZθZ々。”α5θ’γα’αMakinQ　　　　　　　　ケヤキ

　　　　　　　MORACEA猛　クワ科
B2’oπ∬oπo彦∫αゐαz∫2zo躍iゼS1eb．

1％‘0πα　管∫ZZO5α　Nakai

πμη～㍑諏55cαη4βノz∫Merr．

　　コウゾ

　クワクサ

カナムグラ

ハ面’・z‘∫ゐ・’2～ろツ。’∫Koidz．

　　　　　URT豆CACEAE
80θんノπθr如んoZo58ノ・f6θαBl．

8．π吻。η02加θαKoidz．

㍑8α1Lα〃3αoゴMakino

PηzoηgoZ∫oαWeddell

　　　63

ヤマグワ

イラクサ科

　　　　オニヤブマナ

　　　　　　　カラムシ

　　　　　　　　　　ミズ

　　　　　　　アオミズ

　　　　　　1》OLYGONACEAE

％砂90πz〃πα切。π1αrθL．

2α4砂14α診z〃πSieb．　et　Zucc．

P躍〃bノ？μ8Thu鼓b．

PZ砂認ん〃bZ加乃L．

RZoπ9∫∫θ廊ノπDe　Bruyn

1），　η0405z〃ノz　Pers．

Pρ87プbZf破‘η占L．

P．58π彦ゼ605z〃πFr．　et　Sav．

P。∫fθろoZ磁Meisn．

P，〃LZ〃め8／rgだSieb．　et　Zucc，

Pツ。肋∫α加πη3Makino

Rτ〃π6¢α68’05αL．

R．07ぜゆz‘5L．

R．ブ砂0η加5Houtt．

R．o罐45げ～）Z加∫L．

タデ科

　　　　ミチヤナギ

　　　　イタドリ

　　　　　ミズヒキ

　　　サナエタデ

　　　　イヌタデ

　　オオイヌタデ

　　　イシミカワ

ママコノシリヌグイ

アキノウナギツカミ

　　　　　　ミゾソバ

　　　　　　　　　にや　　　　　　ハナタア

　　　　　　　スイバ

　　ナガパギシギシ

　　　　　　ギシギシ

　　エゾノギシギシ

　　　PHY饗OLACCACEAE　ヤマゴボウ耕
撚：y如1α06σαノπ8痒。α7zαL．　　ヨウシュヤマゴボウ

　　　NYCTAGINAC冠A猛　オシ日イバナ科

Mかαゐ漉3メαZα♪αL．　　　　オシロイバナ（栽）

　　　　　　　AIZOACEAE
MbZ♂τ‘go　1）θ漉ζψ1L：yZZαL

ツルナ科

ザクロソウ

　　　PORTULACACEAE　スベリヒユ科

R）7・伽伽0α0♂8r鷹8αL．　　　　　　スベリヒユ

　　　CARYOPHYLLAC猛A冠　ナデシコ科
．Aプ8刀α痒α5θ1ψッZZびbZ∫αL．　　　　　　ノミノツヅリ

C81η∫’加πgZ・〃zθノ・α’πノπThuill．

　　　　　　　　　　　　　　　　　オランダミミナグサ

3αg∫ηαブ妙02z∫oαOhwi　　　　　　　　　　ツメクサ

＆〃αプ1α認訪～θGrimm　var．瑚4～而魏Ohwi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノミノフスマ

鼠ασ襯漉αScOP．　　　　　　　ウシハコベ
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Fig　28．畑耕作放棄地にみられるイヌタデ。

　　　Pb4y80πz〃刀Zoηgz∫θ加〃～De　Bruyn

饗

　　　　・ザ噂鷺葺

靴ノ護身・

霧饗懸
　・難翻、ン

疑

盤パ塘
勘

Flg．29．　イシミカワ

　　Pb4ygoノπ〃刀ρ召2プ～フ1！α’～〃μL



5．刀昭読αVillars　　　　　　　　　コハコベ

5．2z〔拶θ磁Weihe　　　　　　　ミドリハコベ

　　　　CHENOPOD王ACEAE　アカザ科
CIZβη砂0漉Z〃παあ㍑η3　L．　　　　　　　シロザ

C．α〃め1．・05∫o！4（苓L．var．ωz〃～θ1〃～加’1‘，z’1πA．　Gray

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アリタソウ

C．6θπか07一めノ・z〃3Nakai　　　　　　　アカザ

勘加α6忽oZ8ノ’αoθαL．　　　　　　ホウレンソウ

　　　　　AMARANTHACEAE　ヒユ科
∠で出漁y1帽αノ～疏ε∫ノ盈ア¶爾L6v．　et　Van．

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒナタイノコズチ

ノ！，．煙0刀此αNakai　　　　　　ヒカゲイノコズチ

孟〃zαプαπ’1耀5Z加ぎ読‘5　L．　　　　　　　　イヌビユ

孟．♪α’認z∠∫BertoL　　　　ホソバアオゲイトウ

ノ翫2’露汽卿溜‘∫L．　　　　　　　　アオゲイトウ

ノ1．τか認露L．　　　　　　　　　　　　アオビユ

　　　　MAGNOLIACEAE　モクレン科
∫〃‘ガμ〃zプθ〃gガ。∫z‘η3Sieb．　et　Zucc．　シキミ　（栽）

撫みκ1・αブ砂。厩6αDuna1　　　　　サネカズラ

脚部9ηo♂∫αん06μ∫DC．　　　　　　　　　　　コブシ

　　　　　　LAURACEA旦　クスノキ科

C∫ノ〃～α〃zo〃～z〃π6α〃4》110rμSieb．　　　　クスノキ

C．ブ妙。π∫c㍑ノπSieb．　　　　　　　ヤブニッケイ

ゐ加ゴβrαgZαz‘cαB1．　　　　　　　ヤマコウバシ

緬oZ∫診58α5θr∫‘8αKoidz．　　　　　　　シロダモ

燕1『∫6αオんz”め819距1（oste「m．　　　　　　タブノギ

　　　RANUNC｛几ACEAE　キンポウゲ科
α8〃雄彦∫∫劾・π解bノ僧αDC．　　　　　　センニンソウ

㌘ヲLα頁Cか一Zfη馳駅ε〃Leη∫εFries　var。

　1り4）o♂θz‘cz6〃’Kitag．　　　　　　アキカラマツ

　　　　　8遇RBERII）ACEAE　メギ科

おε1わαゴ5訪ππゐ87＝9ゼ∫DC．　　　　　　　　　　　メギ

λ勉加2z∫αプ砂02zfごαDC．　ヒイラギナンテン（栽）

磁π4ヵzα40〃多65オなαThunb．　　　　　ナンテン

　　　　LARDIZABALACEIAE
憾た8醒α9～卿～α彦αDecaisne

！隻．孟r域）Zfα’α　K二〇idz．

アケビ科

　　　　　アケビ

　　ミツバアケビ

　　　巡ENISPERMACEAE
Co60z6Zz650r腕α6Z漉z65　DC。

　　　　　SAURURACEAE
飾z‘‘畝yη∫α60rぬ彦αThunb．

　　　CHI．ORAN「纏｛ACEAE

C乃Zo1弓αη渉hz6∫プ妙。π∫6π5　Sieb．

C．567γα魏3Roem．　et　Schult．

　　　　　　　　　65

ツヅラフジ科

　　アオツヅラフジ

ドクダミ科

ドクダミ

センリョウ科

　　　ヒトリシズカ

　　　フタリシズカ

　　　　　　THEACEAE　ツバキ科

Cα7πε躍αゴ確）o癖。αL．　　　　　　　ヤブツバキ

Eπ型αメ41＞o疵。αThunb．　　　　　　ピサカキ

7セノ’π3々’08η盆α9：y〃zηαη訪8プαSprague　モッコク

卿1θα伽6η廊L．　　　　　チャノキ（野生化）

　　　　GUTT夏FERAE　オトギリソウ上

高y少θがoz‘〃z　Zα認〃23　Koidz．　　　　コヶオトギリ

　　　　　PAI》AVERACEAE
C・アツ灘∫∫∫刀6磁Pers．

漁cZ雌ツαooプぬ♂αR．　Br．

ケシ科

　ムラサキケマン

　　　タケニグサ

　　　　　CRUαFERAE　アブラナ科

Brα∬卿・♂θrαC8αLvar．α纏伽L．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　キャベツ（栽）

B．π脚Lvar．α〃ψ伽fcα読∫Tanaka　et　Ono

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハクサイ（栽）

C砂∫8♂Zαゐz〃一∫α仰5オoγゴ∫Medik．　　　　　ナズナ

Cα1一ぬ〃珈θ卿訓05αWith．．　　　タネツケバナ

R‘励αノzz‘3∫α励部5　L．　var．ん・血刀5∫5　Backer

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダイコン（栽）

Roプ吻α鋭読‘αHiern．　　　　　　イヌガラシ

R．f5Zαπ4∫6αBorbas　　　　　　スカシタゴボウ

　　　CRASSULACEAE　ベンケイソウ科

38ぬ〃z伽乃旋1・z〃πMakino　コモチマンネングサ

　　　SAXIFRAGACEAE　ユキノシタ科
∠）8麗麗μ‘ノー87z鷹αSieb．　et　Zucc．　　　　ウツギ

　　　　　　　ROSACEAE　バラ科

・49ノ加。ノ加卿。π露αKoidz．

C加8πoノπθ♂θ∫吻。η∫6αLindl．

Dμ‘1z85ノ～8αc1王がα2z孟13αMiq．

キンミズヒキ

　　クサボケ

　ヘビイチゴ
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伽・痂〃α畑田プf・f4・5　L　vau吻α一Maxim．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キジムシロ

ゑノ〉一の蛎απαBornm．　　　　　ミツバツチグリ

P伽プ韻脚6α四〃05αDecne．　var．　Zα即ゴ5　Stapf

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カマツカ

P海π郡伽θ胸幅αηαMlq．　　　　　イヌザクラ

P．gπ姻侃αMaxim．　　　　　　ウワミズザクラ

Pjαノπα∫鍛溜πSieb．　　　　　　　ヤマザクラ

P．）ノθ408π5∫5Matsum．　　　　ソメイヨシノ　（栽）

ノ～乃妙競oZ｛ψゴ∫π〃め4♂α如Mak三no

　　　　　　　　　　　　　　　　シャリンバイ（栽）

Ro∫α伽。’αβFranch、　et　Rochebr．　アズマイバラ

R，2π配オ魏切τzThunb．　　　　　　　　　　ノイバラ

Rπろπ5ραZ〃～α彦π∫Thunb．　var．

　6ρμ（ψ極y伽∫Koidz．

R．ραプη物z伽∫L．

3αη9厩50プ6α（が。加α謀5L．

勘ガ2ηθα．煙。ノ漉αL．fil．

3妙んαηαπ4ア・¢ゼη・∫5αZabel

　モミジイチゴ

ナワシロイチゴ

　　ワレモコウ

シモツケ（栽）

　コゴメウツギ

　　　　　　L冠GMINOSAE　マメ科
ノ1乃細αブ～4々うr’∬加Durazz．

んノψ勧α脚θαケ砂8ηノzαBaker

4加∫プb吻忽Maxim．
！）85〃zo漉π〃z〃～〃zゐ乃2〃・ゴα〃ノz　Schindler

D．oZ融α〃漉Oliver

エ）．oエ狸覆yZ伽ノμDC、

Dμη3α5∫α彦1尋z耀6αオαSieb．　et　Zucc．

G4ソ6カτε∫のαSieb．　et　Zucc．

1（z〃πノノ～．θフリ塑たz∫々一如オαSchindler

ネムノキ

ヤフマメ

ホドイモ

ヤブハギ

フジカンゾウ

ヌスビトハギ

　　ノササゲ

　　ツルマメ

　ヤハズソウ

ゐゆθ融α砒・Z・’一Turcz，　f。αα紘⑰Z∫αMatsum．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマハギ

L．6κη6磁αG．Don　　　　　　　　　メドハギ

L。ρ∫Zo5αSieb．　et　Zucc．　　　　　　　ネコハギ

乃’θπη・如Zoみα如Ohwi　　　　　　　　クズ

R妙η議03ぬαc祝〃z∫2zαオ⑳♂∫αMakino　トキリマメ

Ro尻ηfαρ∫8z‘40αごα6ぬし．　　　　　ハリエンジュ

：Z》ガb友z侃プ砂θ郡L．　　　　　　シロツメクサ

韓0如απ9κ∫吻b友αL　　　　　　ヤハズエンドウ

E痂ノー5z‘忽S．　F．　Graア　　　　スズメノエンドウ

E彦5∫θがαプZorめτ〃zぬDC．　　　　　　　　　　フジ

　　　　　OXALIDACEAIi】　カタバミ科

0£α海∫coノフガ6～4♂α’αL．　　　　　　　　カタノミミ

　　　　GERANIACEAE　フウロソウ科
G878ζηz寵〃π疏z乙ηゐ8／9だS玉eb。　et　Zucc．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲンノショウコ

　　　EUPHORBIACEAE　トウダイグサ科

ノ1偲⑫肋α副〃α」∫5L，　　　　　　　エノキグサ

Ez励・r伽ρ∫ε％406んα7／zα鰐。θFisch．，

　Mey．　et　La1】em．

E．∫∫召ろ。妬α7～αMorr．　et　Decne．

E．5zψ’ノ～βRa看n．

漁ZZo船”oηガα‘5　Mue11．一Arg．

PILごゾzαン～疏π∫πr’ノ2αプ∫αL。

＆ψ々〃厚38ろ旋η〃μRoxb．

RUTACEAE　ミカン科
Eα8πノ’ααμα7z’1～o∫46∫Eng1．

R〃彦αη’（流Zf1ゴCαHorlda

Zゐノ～’1zo硯yZz〃π♪∫／）6万彦μ〃3　DC．

　　　　SIMAROUBACEAE
P砂α∫η沼σ辮∬∫・∫4β∫Benn．

　ニシキソウ

ナツトウダイ

コニシキソウ

アカメガシワ

コミカンソウ

ナンキンハゼ

カラスザソショウ

　イヌザソショウ

　　　サンショウ

ニガキ科

　　　　ANACARDIACEAE　ウルシ科
R1協∫ノαびαノ～ゴ。αL

R．∫zκごθ4αノzθαL．

ニガキ

　　　ウヌルア

　ハゼ1

　　　　　　ACERACEAE　　カニニテ＝深斗

ノ4紹ノ’Pα♂ノ1zα認〃3　Thunb．　　　　イ引声モミジ

　　HIPPOCASTAREAC厄AE　トチノキ科
Aθ∫α癩5，z〃・伽α臨BL．　　　　トチノキ（栽）

　　　　AQUIFOHACEAE
17顔α一8／z磁αThunb．

1．加彦¢9／uThunb．

∬コー。’z〃2伽Thunb．

五∫β1ワu孟αThunb．

モチノキ科

　　　　　イヌツゲ

　　　　　モチノキ

クロガネモチ（栽）

　　　　ウメモドキ

　　　　CELAS愛RACEAE　ニシキギ科
CβZα∫か膨∫oゾろfcκZαオz‘∫Thunb。　ツルウメモドキ

Eπoπツ〃zμ∫αZα伽∫Sieb，　var。砂如マ’∫Regel

　f．6漉α彦048π∫α頽5Hiyama　　　　　　コマユミ

E．初。痂6鰐Thunb，　　　　　　　　　マサキ

E．∫飽ゐoZ読αノzπεBL．　　　　　　　　　　　　　　マユミ
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琶磨
、鰍ぞ（灘

謹i蓼警．
　藁が夕会　“

蟻

瀞

羅

焦零羅論
鉢澤

＼麟

難

　　　　Fig．30　ノブドウ

A〃ψ吻ρ∫凄5伽びψ84z〃z‘㍑Z伽Trautv

　　　STAPHYLEACEAE　ミツバウツギ科
亙z’3‘6ψ11’5フα♪oπz6αKanltz．　　　　　　　コンスイ

　　　RHAMNACEAE　クロウメモドキ科
86沈1～6〃μαノα‘6〃zo宇αSleb　et　Zucc　　クマヤナキ

　　　　　　VITACEAEブドウ科
五〃4）401＞5z∫ゐ懸樋1）64κノz6κZα’αTrautv　　ノフトウ

C¢yノ・躍zαノα汐。πzoαGagn　　　　　ヤブガラシ

ぬ2幼6πoα∬郡彦rz伽∫♪z4α’αPlanch　　　ツタ

yzめめか。げb♂ταBunge　var　Zoわα’αNaka1エビゾル

　　　　　　MALVACEAE　アォィ科
。4伽彦1♂oπ〃z80ρ1Lπ多5彦z　Med夏。　　　　　　イチビ

　　　　　　TILIAC冠AE　シナノキ科

Co1℃ゐor砂gz5オ。〃～θ疵05αMakmo　　カラスノコマ

　　　THYMELAEACEAE　ジンチョウゲ科
ノ）の）肋8040ノαThunb．　　　　　　ジンチョウゲ

　　　　　肌AEAGNACEAEグミ科
君如εαgπμ∫躍ノめθZ伽羅αThunb　　　　　　アキグミ

　　　　FLACOUR贋ACEAEイイギリ科
Z485zαρo砂6αノψαMaxlm．　　　　　　イイギリ

　　　　　　VIOLACEAEスミレ科
脇oZαg2ッ♪o‘8／rα∫AGray　　　タチツボスミレ

玩ん召z∫ん8z　Mlq　f．　oん面αF．　Maek

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケマルハスミレ

玩助αZα6プ。‘αノψαMaXlm　　　　　アカネスミレ

　　　　STACHYURACEAE　キブシ科
3確c1L卸f，・μ∫ρ，一αθcO」じSleb　et　Zucc　　　キブシ

　　　　　エYTHRACEAE　ミソハギ科

Lッ伽〃παπα桝Makino　　　　　　　ミソハギ

　　　　　ONAGRACEAE　アカバナ科

加4”zgzα砂z♂oうzoz4θ5　Maxlm．　　チョウジタデ

0θπo疏8π乙玩8η班∫L．　　　　　　メマツヨイグサ

　　　　　　CORNACEAE　ミズキ科

Az‘6μうαノ。ψoηz6αThunb．　　　　　　　　アオキ

Coノη％∫ろアη‘ん⑫04αCA。　Mey　　クマノミズキ

C。co漉7日目uθ7・∫αHelnsl．　　　　　　　　　ミズキ

HθZτσ7ηg1αノαρo溜6αFGDletr．　　ハナイカダ
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　Fig．31。　カラスノゴマ

Co’τ1zoノ砂∫∫5オ。〃z8η’05αM母kino

ARALIACEAE　ウコギ科
．4姻〃砂儂砿π吻・ノz’6π5Mak｝no

A．∫助zo∫κ5　Miq．

ノ4ア「αZ∫α60ブ4α孟αThunb．

且。θZζz‘αSeemann

血’5如ブ妙。沈αDecne．　et　Planch．

五τ846／rα7ソzo〃zうθαBean

Kα妙αノ鵬μ伽∫Nal《ai

UMBELLIFERAEセリ科
！生π98Zfcα4θoκプ5∫ηαFr．　et　Sav．

αツμ・彦α62z∫のψ傭‘αヨassk．

琢4roc偽ノ」8η凄αプ読ノノ多αHonda

H．？π〃曜・アuMaxim・

08ηα癖1Lθブα・びα加‘αDC，

，Pαη側9〃z5θηg　C．　A．　Mey．

3α癖6κ♂αc痂πθη∫おBunge

オカウコギ

ヤマウコギ

　　　ウド

　タラノキ

　　ヤツデ

　　キヅタ

　ハリギリ

　　　ノダケ

　　　ミツバ

　　ノチドメ

　オオチドメ

　　　　セリ

　　ニンジン

ウマノミツバ

GAMOPETALAE　合弁花亜綱

　　　　　　ERICACEAE
Vα6c加露1π01♂んαノπf’Miq．

ツツジ科

ナツハゼ

　　　　MYRSINACEAE
ん痂5如ノ妙。加αzBL

Aプ4おfαc7・8ηα置αSirns

ヤブコウジ科

　　　　　　ヤブコウジ

　　　　　マンリョウ

　　　　PRIMULACEAE　サクラソウ科
ゐツ5∫〃3ζz‘んfα．タ妙。ηfcごz　Thunb．　f．∫1イゐ∫8∬∫海5

　Murata　　　　　　　　　　　　　　コナスビ

　　　　　　EBENACEAE
Z万05」ρツ’・o∫肋葱Thunb．

カキノキ科

　　　　　S雪YRACACEAE　エゴノキ科

5妙1壌£ゴ砂。η此αSieb　et　Zucc・

　　　　　　OLEACEAE　モクセイ科
Fノη癖2Zμ∫∫∫θう0♂♂如2ZαBl，

Lゼ9μ∫’㍑〃’ノαρo／1’α‘〃zThunb・

ゐ，伽。ピ4μ〃LAit．

L．oうオz‘∫痴あz〃πSieb．　et　Zucc．

0∫〃3αη〃1～4∫αz’πzπ’ごαc％5Nakai

カキノキ

エゴノキ

　　　マルバアオダモ

　　　　　ネズミモチ

トウネズミモチ（栽）

　　　　　イボタノキ

　　　　　　　　　　　　　　　　キンモクセイ（栽）

0．1z8‘e1一砂んツZZμ∫P．　S。　Green　　　　ヒイラギ



　　　APOCYNACEAEキョウチクトウ科
箔UCゐ8ZOψ6俄醐α∫如診fo翻Nakai　var．

　加妙層〃z6識〃πNakai　　　　　　テイカカズラ

　　　ASCLEPIADACEAE　ガガイモ科
M8’砂Z8£’5．1妙ωz磁Makino　　　　　ガガイモ

　　　　　　RUBIA．CEAE　アカネ科

θα競‘〃ゆ58忽bαゆ1で♂♂z‘ノノzMakino

　　　　　　　　　　　　　　　オオバノヤエムグラ

G。ゆ〃ゼz〃μLf。5吹値go∫z‘1μKitag．　ヤエムグラ

ル認σ，ゴα∫ごαη4θノz∫Merrill　var．ノπα力密Hara

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘクソカズラ

Rzめ∫ααんαη8　Nakai　　　　　　　　　　アカネ

　　　CONVOLVULACEAE
Cαらノ∫囎・ガα加漉1u6θαWa1L

C．ブ＠oπfcα　Choisy

々）o〃～oθαcocoガπ8αL．

ヒルガオ科

　　　　コヒルガオ

　　　　　ヒルガオ

　　マルバルコウ

　　　　BORAGINACEAE　ムラサキ科
君。〃Lノぜ。ψ8ηノ3～〃呂オ6π磁〃πFisch．　et　Mey．

　　　　　　　　　　　　。　　　　　　ハナイバナ

ァ1ゴgo／zo々∫！）84♂‘1～ごz4α，一裕Benth，　　　　　タビラコ

　　　　VERBENACEAE　クマツヅラ科
¢α競α〃ψαゴと4）oπ∫cαThunb．　　ムラサキシキブ

C．〃’o臨∫Sieb．　et、　Zucc．　　　　　ヤブムラサキ

α8，．046η41・oπ孟パcho，o〃zz〃πThunb．　　　クサギ

　　　　　　　LA81ATAE　シソ科

〆》～｛gα漉‘κ〃めθπ5Thunb．　　　　　キランソウ

C伽（ψ04∫z〃πノ漉。7rα7z疏π〃z　Hara　　イヌトウバナ

C．91ηoどZ80．　Kuntze　　　　　　　　　トウバナ

αβcん。ノπα1zθ幽ηcθαL．　vaL　9πzπ漉∫KludQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カキドオシ

ゐα〃ぬ〃zαη膨礁なαご磁L　　　　　ホトケノザ

L，メ＞Z〃プ）μノーθZ〃ノzL．　　　　　　毛ニメオドリコソウ

蓋面∫1α4∫αη疏召1u　Maxim．　　　　　　ヒメジソ

楓ρz〃z伽磁αNakai　　　　イヌコウジュ
P81‘濯αノ）・z‘孟85ご6η5　Britton．．var．αα‘’αKudo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シソ（栽）

鐸8ご彦1rαノ～漉z‘5∫癩鋭‘∫Vah1　　　　　　ヤマハッカ

5αんfα．吻。π∫cαThunb・　　　アキノタムラソウ

Sα‘‘〃αプ∫α∫π読。αL．var．ρσ麗〆bZ如Koidz．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69

　　　　　　　　　　　　　　　　　　コハノタツナミ

乃μ01・伽〃zゴゆ。痂α〃ノ3Houtt．　　　　ニガクサ

丁痂。認〃πB1．　var．2／zゆ8Z伽πアπHara

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツルニガクサ

　　　　　　SOLANACEAE　ナス科
Dα孟Z4α5‘1rαノノZOπぎτ〃πL．

　　　　　　　　　　　シロバナチョウセソアサガオ

80Zαπμ1μ癖9㍑加L．　　　　　　　イヌホウズキ

＆魏∂ωη∫Z槻L．　　　　　　　バレイショ（栽）

　　SCROI》HULARIACIi｝AE

蕊π4θプη∫αぬる如Pennell

L．1＞roα〃め8η∫Borbas

M磁若∫ノノ忽4疏Makino

ゐ4∴ρ〃ノ涯1z65　v，　Steens

▽とzπ4εZZゼαcπ65オαcεαBenth．

V診ノー。π∫cααプ78π∫∫5L．

y．！）8r5fαz　Poir．

ゴマノハゲサ科

　　アメリカアゼナ

　　　　　　アゼナ

ムラサキサギゴケ

　　　　トキワハゼ

　　　　　ウリクサ

　タチイヌノフグリ

オオイヌノフグリ

　　　ACANTHACEAE　キツネノマゴ科
ゐ・・雇α飾α・〃め8・・5LvaL　Z・・Cαπ伽H・nda

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キツネノマ’ゴ

　　　OROBANCHACEAE　ハマウツボ科

ゑ8g加θ磁∫π耽αLvar．9鷹撚Nakai

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナンバンギセル

　　　　PHRYMACEAE　ハエドクソウ科
翫アツ〃2α妙孟・∫孟α吻αL．Var．α∫fα彦加Hara

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハエドクソウ

　　　PLANTAGmACEAE　オオバコ科
πα彫α8ηα5∫碗fcαL．　　　　　　　　　オオバコ

　　　CAP斑FOLIACEAE　スイカズラ科
し。沈θ’u　g1傭Zψ6∫Miq．　var．　g励ブαMlq・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウグイスカグラ

L．ゴ砂。漉。αThunb．　　　　　　　　スイカズラ

8α〃めZ46μ5∫fθろoJ6」乞απαBl．　　　　　　　二．ワト；1

▽翫‘1・πμ1π漉Zα如孟～〃πThunb．　　　　ガマズミ

玩召1・o∫πノπThunb！　　　　　　コバノガマズミ

　　　VAI、ERIANACEAEオミナエシ科
施’ノ・∫痂αufZZO5αJUSS。　　　　　　　オトコエシ
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　　　　　CUCURBITACEAE　ウリ科
Gyη05，θηz脚ρθπ’砂妙♂Zπ2πMakinoアマチャヅル

M40疏擁αブ曜）o毎。αL．　　　　　　スズメウ夢

5∫砂。∫απ9’π融伽5L．　　　　　　　　アレチウリ

7施漉05例，んθ56π‘麗ηzθ御∫4θ5Maxim．カラスウリ

　　　CAMPANULACEAE　キキ§ウ科
五漉η（ψん。ππrψんメ♂αA．Dα．　var．

　加。厩6αHara　　　　　　　　ツリガネニンジン

Lo6θZ毎ごん勿θπ5寛Lour．　　　　　　ミゾカクシ

　　　　　　COMPOSHA猛　キク科

んη伽吻4πθ痂5ゴα⑳♂ゼαLvar．

　eZα彦ioプDescont．　　　　　　　　　　　　ブタクサ

A．’がか砒L．　　　　　　　　　　　クワモドキ

Ar‘8〃多f5∫αρ7加αψ5　Pampan．　　　　ヨモギ

A5’82一卿ηγπo∫如5　Turcz．　var．んαπzθKitam．

　f．Z8πoαη疏π5　Honda　　　　　　ヤマシロギク

∠4．卿プ伽ofゐ3　Turcz．　var．　oηα劾5　Nakai

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノコンギク

A．∫cαうeγThunb．　　　　　　　　　　シラヤマギク

∠4．∫π6％Zα旗5Michx．　　　　　　　ホウキギク

．B∫漉η5．1与。η滅）5αL．　　　アメリカセンダングサ

B．1曜05αL．　　　　　　　　　　コセンダングサ

B．μZo5αLvar．ノπ加。プSherff

　　　　　　　　　　　　　　シロバナセンダングサ

Cαψ65珈ノπαうプ。匁アzo∫4誘L．　　　　　ヤブタバコ

Cんがα漉乃βη膨〃多60m雁プ加πL．　シュンギク（栽）

C．η3α々加。∫Matsum．　et　Nakai　リュウノウギク

α鴬加η3煙。痂‘㍑’πDC。　　　　　　ノアザミ

C．π吻。航醐var．伽・ηψオ㈱Kitam．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タイアザミ

C．’αηα肋8Matsum．　　　　　　　ノハラアザミ

C7α∬06砂ゐα♂πノπC吻ε読of（た5　L．ベニバナボロギク

Ec♂ψ’αρπ♪5∫π拡αL．

Eプε‘ん漉θ5痂8πz6〃わあαRafin．

E：万98プ。π〃〃zz曜5　Pers．

E．‘α2zα白18π5∫5　L．

E．がし乞zα46砂配膨∫L．

E．∫πη3α’プ8η5f5　Retz。

Ezψα彦0吻那而πθπ5θL．　var．

　5乞妙Zfc洒Z加3　Kitam．

Gα♂沈5ρgαc漉α≠αBlake

Gπ砂hαZ珈ノπφπ8D，　Don

　　タカサブロウ

　ダンドボロギク

　　ヒメジョオン

ヒメムカシヨモギ

　　　ハルジオソ

オオアレチノギク

ヒヨドリパナ

ハキダメギク

　ハハコグサ

G．塵4）o映画ノπThunb．

σ．ρμψ％7℃〃2zL．

飾あαπ孟んπ∫吾κ6e7℃∫zる∫L．

㍑87一∫5漉ろ漉5A．　Gray

五盈π厩αNakai

．瓦2Zカπ6プ∫5ツ0〃ZθηαKitam．

　　　チチコグサ

チチコグサモドキ

　　　　キクイモ

　　オオジシバリ

　　　　　ニガナ

　　　　　ヨメナ

Lαc彦πcαカz6灘6αL．　var．　Zζzc加ガα‘αHara

　　　　　　　　　　　　　　　　　　アキノノゲシ

L・ψ5απα・ψ090π0読5Maxim．

ぬ7ufκ8rゴ5616π彦ゼ6π♂α孟αNakai

目凹yα5cαηo弛π5　Sch．一Bip，

翫α5∫オθ∫ブ‘ψo航麗5Maxim．

乃6万5．煙。π∫cαThunb．

8θπ8620uπZgα2・乞3　L．

＆解5∂θ面α87αみアで5c8／z5　Makino

50Zf諾αgoα♂顔∬カπαL．

50／zcんπ5　 αゆ82－　Hi11

5．0♂8プα（26麗∫L．

コオニタビラコ

　　ヤクシソウ

　コウヤボウキ

　　　　　フキ

　　コウゾリナ

　　ノボロギク

　　コメナモミ

セイタカアワダチソウ

　　　　　オニノゲシ

　　　　　　　ノゲシ

助忽♂65∫∫ραZノ欄如Maxim．

皿zππα偲ηz（が6∫ηα♂6Weber

Tがαり・α2：餌7πKitam．
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C・植生図Vegetatio漁maps

1、現存植生図（縮尺1：3，000）Map　of　actual　vegetatio且

　現在生育している植物の広がりである現存植生は，種の結びつきによっていくつかの植物群落

として捉えることができる。現存植生図は，抽象化して，まとめられた個々の植物群落の空間的

位置を地図上に置き換えた実際の植物群落の配分を具体的に表現したものである。

　藤沢市をはじめ，日本の都市域，文化景観域では，現存植生の大部分は人間の生活活動によっ

て破壊または改変，掩乱され，本来の自然状態とは異なった形になっている。このような人為的

影響により変えられた植生は，自然植生に対してその置き換え群落であり，代償植生と呼ばれる。

慶応義塾キャンパス建設予定地は，藤沢市にあっては自然度が比較的高い地域に入るが，その現

存植生はほとんどが二次林，植林，耕作地雑草群落などの代償植生によって占められている。

　L　自然植生　Natural　vegeta£圭on

　調査地域で全く人手が加えられていない厳密な意味での自然植生は皆無といってよい。植生図

では自然植生としてシラカシ群集があげられている。しかし，これらのシラカシ群集は，古く屋

敷林として植栽された植分および遷移途上の二次林である。これらの植分は自然林ではないが，

種組成的に自然林と近似しているため，自然植生に含めて扱われている。

　シラカシ群集は屋敷林として集落周辺に比較的広い面積でみられる。これらのシラカシ群集は，

谷戸に面した斜面の水分条件の良い立地に生育しており，ケヤキ亜群集にまとめられる。ケヤキ亜

群集は高木層にケヤキが優占あるいは混生しており，相観的には常緑・落葉混交林となっている。

　台地の平坦面は畑や牧草地に利用されており，シラカシ群集などの自然林，あるいは自然林に

準ずる植生はほとんど残されていない。

　IL　代償植生　Substitute　vegetation

　集落周辺や一部斜面を除いて，調査地域内の植生は全て代償植生である。調査地域周辺は藤沢

市内でも代表的な田園地帯となっている。過去に報告されている藤沢市の植生図（宮脇・藤原・

鈴木・原田　197王，富脇・藤原・村上　1984）と今回の現存植生図とを比較すると，細かい部分

を除いて，全体的に大きなちがいはみられない。すなわち，農業経営に基づいた土地利用形態が，

長い間維持されてきた地域といえる。

　　a．森　　林Forests

　調査地域内に生育する二次林植生は，クヌギーコナラ群集に代表される。クヌギーコナラ群集

は建設予定地の中央部が耕作地となっている為少なく，周縁部の斜面に多く残されている。クヌ

ギーコナラ群集は管理粗放のためアズマネザサが林床に侵入・密生している植分が多くなってき

ており，空中写真によっても判読することができる。
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Fig．36．伝統的な農家の住宅域。常縁広葉樹の生垣，石垣，屋敷林，日本庭

　　　　園が落ちついた景観を形成している。

　　Traditional　farmer’s　residence　area，　with　evergreen　hedges，　stone　walls，

　　house　forests　and／or　gardens．

難
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　　Fig．37．古い農家を囲む調和のとれた伝統的な土地利用。広い屋敷林，

　　　　　　小さい神社，緑の多い日本庭園を囲んだ石垣などがみられる。

N玉ce　traditional　land　use　around　an　old　farmer’s　residence，　including　wide　house　forest

（nearly　natural），　small　Shinto　shrine，　stone　walls，　a　Japanese　garden・etc・
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　　　　Fig．38．藤沢キャンパス予定地周辺の調和のとれた自然に近い環境が維持さ

　　　　　　　れている小道。モウソウチク林，スギ植林，苗圃や畑，雑木林など，

　　　　　　　昔ながらの景観を保っている。

　　　　　Harmonious　environmellt　along　a　path　near　the　future　Fulisawa　Campus

　　　　　of　Keio－Gijuku，　including　bamboo　forest（P妙Z♂o∫’αご1履y∫んθ孟8ブ。（ッごZZαvar．

　　　　　1）z’みθ∫c8η∫），　C1γ）置。〃～8ノイαブ砂。／1～6σplantation，　nursery，　etc。

　　も．植　林Plantatioa

　人工的に植栽された森林として，スギ，ヒノキ植林，ニセアカシア植林，モウソウチク群落が

あげられる。スギ，ヒノキ植林は調査地域の西側斜面にみられる他，果樹園や畑の周りには列状

にスギ，ヒノキが植栽されている。また計蘭地の処々にはニセアカシア植林がみられるが，いず

れの植分も林冠は疎開しており，林床にはアズマネザサが密生している。民家の周辺にはモウソ

ウチク群落がみられ，面積的に比較的広い広がりをみせている。植林と少し趣が異なるが，調査

地域内にはイヌツゲ，キンモクセイなどの庭木用の低木が植えられている植栽園がみられる。調

査地周辺には造園業考が多く，苗圃，植栽園は多い。

　　c．草　地Grasslands　and　meadows

　調査地域内には，ススキ群落，ヨシ群落などの多年生草本群落が草地として持続している。ま

た，草本群落とは異なるが，アズマネザサの優占するアズマネザサ群落も相観的に草原としてま

とめられている。

　ススキ群落は耕作地の放棄により生じた二次草原である。放棄後数年が経過した植分では，ト

ダシバ，ミツバツチグリなどのススキクラスの種がみられるが，放棄後成立して間もない植分で

は優占しているススキ以外に特徴的な種は少なく，種組成は貧弱である。
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簾蟻

Fig。39．県道に接した日本の農家の近代的な家屋形式。家の型は新しいが，

　　　家敷林，日本庭園，常緑広葉樹の生垣，石壇がまだ残され伝統性と近

　　　代性をあわせもっている。

　　Modern　type　of　Japanese　farmer’s　house　along　a　main　street，　still　with

　　ahouse　forest　beh玉nd，　a　Japanese　garden，　hedges　of　evergreen　broad－

　　1eaved　tree　species，　and　stone　wa11s．

　ヨシ群落は谷戸に生育しており，放棄水田に成立している。谷戸の比較的地下水位の低い立地

にはオギ群落やセイタカアワダチソウ群落が成立しているが，凡例ではヨシ群落に含まれている。

　アズマネザサ群落は高さ3～5mに達しており，相観的にはササ草原というよりも竹林に近い

植分もみられる。アズマネザサが密生しているため群落内は暗く，林床植生は貧弱である。

　　d．耕作地Cultivated丘elds

　遠藤地区は藤沢市の中でも農村景観が残されている地域で，調査地でも畑耕作地が広い面積を

占めている。毎年春～秋に耕作，施肥，収穫など集約的管理を受けている畑地では，カラスビシ

ャクーニシキソウ群集が発達する。同じ畑地でも収穫後の晩秋～春の休耕期間はホトケノザーコ

ハコベ群落が生育している。また調査地には，メヒシバ，イヌビエなど1年生イネ科草本から成

る牧草地がある。この牧草地は，毎年行われる播種・収穫の繰り返しにより維持されており，相

観的にはイネ科植物の草地となっている。一部の谷戸には水田が残されているが，面積は狭い。

　　e．その他Other　areas

　畑の未舗装の農道には，カゼクサーオオバコ群集などの賄跡群落が成立している。舗装された

道路は郷地に含められる。
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F呈g．40．　ケヤキ，シラカシを高木層にもつ屋敷林を有する近代的な農家。竹

　　　林，ウメ，ソテツなどを植栽した日本庭園や多くの盆栽もみられる。

　Modern　Japanese　farmer，s　resldens　with　house　forest（ZθZた。膿∫εηη如and

　Q～6θ7w3　フπツノ泣ノ～α頃）Zノα　as　canopy　trees），　bamboo　forest，　and　Japanese

　garden（P〃〃2z’3〃3π〃沼，（汐6α∫πぞび。♂z4’α，砿ガ∫’θがαノZo1漁～〃～ぬ，　many‘‘Bonsai，，

　trees，　etc．）．

2．潜在自然植生図（縮尺1：3，000）　Map　of　potentiahatural　vegetat三〇n

　潜在自然植生は，一切の入間による影響が停止された時に，その立地がささえ得る理論的な自

然植生である。したがって，大規模な地形，土壌の改変や地下水位の変化により潜在自然植生は

原植生と異なることもある。

　潜在自然植生図は，植生調査により決定された植生単位およびこれまでに藤沢市周辺から報告

されている植生単位を凡例として描かれている。

　a．潜在自然植生概観

　藤沢市はヤブツバキクラス域に属し，調査地域の潜在自然植生は大部分がシラカシ群集と判定

される。すなわち，丘陵部や斜面上～中部にはシラカシ群集典型亜群集が発達し，斜面下部の水

分条件の良い立地はシラカシ群集ケヤキ亜群集の立地と判定される。

　地下水位の高い谷戸では常緑のヤブツバキクラスの植生は生育できない。現存植生としては残

されていないが，オニスゲーハンノキ群集，ジャヤナギーア鞍懸ヤナギ群集などの湿生林が発達

するものと考えられる。
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　b．潜在自然植生図凡例解説

　　1．　シラカシ群集典型亜群集（凡例番号1）

　　　　Quercetum　myrsinaefoliae，　typicum

　相観：常緑広葉樹高木林。

　構造：4層群落。

　標徴種・区：分種：シラカシ，ナンテン，チャノキ。

　優占種；シラカシ。

　立地：洪積台地上。

　代償植生：スギ，ヒノキ植林，藤沢キャンパス建設予定地ではアズマネザサーススキ群集，カ

ゼクサーオオバコ群集，オヒシバーアキメヒシバ群集，イヌビエーメヒシバ群落，カラスビシャ

クーニシキソウ群集，苗圃，クリ園，クズ群落など藤沢市では他にクヌギーコナラ群集，ニセア

カシア植林，モウソウチク，マダケ林などが北部でみられる。

　　2．　シラカシ群集ケヤキ亜群集（凡例番号2）

　　　　Quercetum　myrsinaefoliae，　Subass．　with　Zelkova　serrata

　相観：高木層に夏緑広葉樹が優占する常緑広葉樹林。

　構造：4層群落。

　標徴種・区分種：シラカシ，ケヤキ，ナンテン，チャノキ，クマワラビ，オクマワラビ，ハナ

イカダ，コブシ。

　優占種：ケヤキ。

　立地：洪積台地斜面，台地間の沖積地。

　代償植生：藤沢キャンパス建設予定地域ではシラカシ群集，クヌギーコナラ群集，スギ，ヒノ

キ植林，モウソウチク林，アズマネザサーススキ群集，カラスビシャクーーニシキソウ群集他大部

分の湿生植物群落を除いた植樹がみられる。藤沢市北部に分布している。

　　3．　コマギーハンノキ群集（凡例番号3）

　　　　Viburno　s1eboldii－Al薮etum　japonicae

　相観：夏緑広葉樹林。

　構造：3～4層群落。

　標徴種・区分種：ゴマギ，イボタノキ，クヌギ，ハンノキ，ウメモドキ。

　優占種：クヌギ，ハンノキ。

　立地：洪積台地間の沖積低地，オニスゲーハンノキ群集より30～50cm高い立地。あるいは海

岸近くの沖積低地。泥質。

　代償植生：藤沢キャンパス建設予定域ではヨシ群落，オギ群落，アズマネザサ群落，アズマネ

ザサーススキ群集があげられる。藤沢市北部に分布し，一般にノミノフスマーケキツネノボタン

群集，キツネアザミ亜群集，チガヤーススキ群落，苗圃，カラスビシャクーニシキソウ群集がみ
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られる。

　　4．　オニスゲーハンノキ群集（凡例番号4）

　　　　Carici　dickins量i－Alnetum　lapon量cae

　、相観：夏緑広葉樹林。

　構造：3～4層群落。

　標徴種・区分種：オニスゲ，クサヨシ，カサスゲ，アゼスゲ，イボタノキ，ハンノキ。

　立地：洪積台地問の沖積低地。

　代償植生：藤沢キャンパス建設予定地内では，ヨシ群落，オギ群落，ミゾソバ群集，ウリカワ

ーコナギ群集やヒデリコ群落で代表される。一般に藤沢市北部に広く，春季水田雑草のスズメノ

テッポウータガラシ群集，ノミノフスマーケキツネノボタン群集典型亜群集やカサスゲ群集など

の湿生草原がみられる。藤沢市北部に分布する。

　D．　景　観　Landscape

　藤沢キャンパス建設予定地域は，藤沢西北部に位置し，藤沢市北部を代表する伝統的景観が藤

沢市ではもっとも残されている地域である。藤沢市北部の景観は，伝統的な田園景観が主体とな

っており，谷地や小流ぞいの沖積低地の水田利用，丘陵地や台地下部の農家の配置と背面のシラ

カシ林（シラカシ群集），スギ，ヒノキ植林，クヌギやコナラを主：体とする雑木林（クヌギーコ

ナラ群集），モウソウチク林などの屋敷林が特徴的に広がっている。農家には，マサキ，モチノ

キ，スダジイ，ピサカキなどを用いた生垣をおき，庭内に日本庭園を配置して自らの生活環境を

整えている。背後の丘陵や台地上に畑耕作地を開発し，仕事の地域（生産地域）と居住地域を分

離しながらも身近におぎ，環境を保全しながら生産を続ける生活を持続させてきた。このような

生活形式は自然と共存した，弥生時代以降伝統的に根づいている日本あるいはアジアを代表する

生活形式である。とくに日本では狭い国土に適度な人口（都市域においては過剃な人口が集中し

ているが）が分布した田園景観域であった。敗戦後の霞本の再興のエネルギーをバックアップし

たのも，この伝統的な田本の田園景観域であったといえる。

　藤沢市西北部域では，この猛威景観は地域としてのまとまりがあるのが特徴である。地形的に

平坦なあるいはゆるやかな起伏を耕作地として利用し，斜面に森林部を配置しているご森林も，

家の周辺は屋敷林としてシラカシ群集のような自然林を残し，あるいは復元し，耕作地周辺に，

下草刈りや落葉かきによる塘肥利用が可能で，薪炭林として利用できるクヌギーコナラ林（クヌ

ギーコナラ群集）の雑木林を配している。まだ藤沢西北部では，このような林分が広く残されて

いるが，都市化や，新しいバイパス計画などにより，一部は消失か存続かの問題となってきたと

ころもでてきている。幸いにも藤沢キャンパス建設予定域では，これらの伝統的な景観を周辺に

残し，内側にキャンパス建設を行うこと，さらに内側にも数ケ所の原景観を残すことにより，騰

本人の思考，開発のエネルギーの伝統的財蔵所を保存することになる。


